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岐
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本
稿
は
、
八
世
紀
以
前
に
成
立
し
た
寺
領
の
八
世
紀
に
お
け
る
実
態
を
解
明
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ

と
国
家
に
よ
る
土
地
把
握
と
の
関
係
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

  

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
寺
領
の
実
態
や
、
同
時
期
の
国
家
に
よ
る
土
地
把

握
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
主
に
八
世
紀
中
頃
以
降
に
作
成
さ
れ
た
史
料
を
軸
に
検
討
し
て
き
た
。
あ

わ
せ
て
、
八
世
紀
の
土
地
把
握
方
法
に
つ
い
て
条
里
地
割
の
存
在
を
前
提
に
構
築
し
て
き
た
。
し
か

し
、
八
世
紀
中
頃
以
降
の
史
料
は
あ
く
ま
で
も
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
状
況
を
示
し
た
史
料
で
あ
る

こ
と
は
留
意
さ
れ
る
。
ま
た
、
土
地
把
握
方
法
に
つ
い
て
も
、
八
世
紀
の
広
範
な
条
里
地
割
施
工
は

想
定
で
き
な
い
こ
と
が
近
年
の
発
掘
成
果
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
修
正
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、
八
世
紀
以
前
に
成
立
し
た
寺
領
で
あ
る
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
を
検
討
対
象

と
し
た
。
同
寺
領
は
八
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
か
け
て
の
史
料
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
同
時
期
に
お
け
る

寺
領
の
実
態
や
国
家
に
よ
る
土
地
把
握
と
の
関
係
を
理
解
し
て
い
く
上
で
、
有
効
な
事
例
で
あ
る
。

国
家
に
よ
る
土
地
把
握
に
つ
い
て
は
、
国
家
が
班
田
作
業
時
に
設
定
し
た
一
町
の
方
格
網
の
存
在
に

注
目
し
、
そ
れ
を
も
と
に
検
討
を
進
め
た
。
検
討
の
結
果
、
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

八
世
紀
の
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
は
、田
お
よ
び
田
以
外
の
地
目
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

八
世
紀
初
頭
の
国
家
は
田
記
を
作
成
し
、
同
寺
領
に
お
け
る
田
の
面
積
の
み
を
把
握
し
て
い
た
。
そ

の
後
、
国
家
は
、
八
世
紀
中
頃
ま
で
に
、
一
町
の
方
格
網
に
よ
る
班
田
作
業
結
果
を
記
し
た
班
田
図

を
も
と
に
、
田
の
所
在
確
認
を
含
め
た
把
握
を
行
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
成
立
が
古
い
他
の
寺
領
に

対
し
て
も
同
様
に
行
わ
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
八
世
紀
中
頃
に
入
る
と
、
寺
院
縁
起

資
財
帳
の
整
備
を
通
じ
て
、
田
だ
け
で
な
く
田
以
外
の
地
目
な
ど
を
含
む
地
、
す
な
わ
ち
寺
領
全
体

の
把
握
へ
向
か
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
八
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
の
国
家
は
、
寺
領
に
対
し
て
田
の
み
の
把
握
か
ら
田
だ
け

は
な
く
地
の
把
握
を
展
開
し
て
い
っ
た
。そ
し
て
、国
家
は
、こ
う
し
た
土
地
把
握
の
展
開
を
も
と
に
、

そ
の
後
、
寺
院
に
よ
る
墾
田
を
含
め
た
新
た
な
土
地
領
有
に
対
す
る
認
定
や
把
握
を
し
て
い
っ
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
古
代
国
家
、
土
地
把
握
、
班
田
作
業
、
寺
院
の
土
地
領
有
、
田
と
地

は
じ
め
に

❶
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
と
山
田
郡
田
図

❷
山
田
郡
田
図
に
記
載
さ
れ
た
弘
福
寺
領

❸
国
家
に
よ
る
寺
領
の
把
握
と
そ
の
展
開

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

　

古
代
日
本
に
お
け
る
寺
院
の
土
地
領
有
は
、
少
な
く
と
も
七
世
紀
段
階
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
が
は
や
く
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
竹
内
理
三
は
、
成
立
が
古
い
寺
田

な
ど
の
存
在
か
ら
寺
院
の
土
地
領
有
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
）
1
（

。
ま
た
、
水
野
柳
太

郎
は
、
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
大
安
寺
縁
起
資
財
帳
）
2
（

な
ど
を
検
討
し
、
大
宝
律
令

施
行
以
前
に
お
け
る
寺
院
の
土
地
領
有
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
）
3
（

。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
研
究
で
は
、
上
記
の
寺
院
の
土
地
領
有
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
寺
院
の
土
地
領
有
に
関
し
て
は
、
八
世
紀
中
頃
以
降
に
成

立
し
た
墾
田
を
核
と
し
て
構
成
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
初
期
荘
園
」
を
中
心
に
検
討

が
進
め
ら
れ
た
。
研
究
が
こ
の
よ
う
に
傾
倒
し
た
背
景
に
は
、
古
代
日
本
の
土
地
制

度
に
対
す
る
当
時
の
理
解
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
平
一
五
年
の

墾
田
永
年
私
財
法
）
4
（

施
行
な
ど
に
と
も
な
う
墾
田
増
加
に
よ
っ
て
、「
公
地
公
民
制
」

か
ら
「
荘
園
制
」
へ
移
行
し
た
と
す
る
理
解
で
あ
る
。「
初
期
荘
園
」
の
検
討
は
、「
公

地
公
民
制
」
の
崩
壊
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
研
究
課
題
と
さ
れ
て
い
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
の
な
か
で
、
石
上
英
一
に
よ
っ
て
、
寺
院
の
土
地
領
有
に

関
し
て
問
題
提
起
が
示
さ
れ
た
）
5
（

。
石
上
は
、
国
家
に
よ
る
土
地
支
配
が
、
む
し
ろ
墾

田
永
年
私
財
法
以
降
に
強
化
さ
れ
た
と
す
る
見
解
）
6
（

を
ふ
ま
え
た
上
で
、
八
世
紀
初
頭

か
ら
存
在
し
て
い
た
、
寺
院
の
土
地
領
有
を
あ
ら
た
め
て
位
置
づ
け
直
す
必
要
性
を

指
摘
し
て
い
る
）
7
（

。
現
在
で
は
、
石
上
の
問
題
提
起
を
う
け
て
、
寺
院
縁
起
資
財
帳
な

ど
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
史
料
が
再
検
討
さ
れ
、
寺
院
の
土
地
領
有
に
つ
い
て
新
た

な
研
究
成
果
が
示
さ
れ
て
い
る
）
8
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
研
究
は
進
展
し
た
も
の
の
、
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
八

世
紀
初
頭
に
お
け
る
寺
院
の
土
地
領
有
の
実
態
や
そ
れ
ら
と
国
家
と
の
関
係
に
つ
い

て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
史
料
的
な
制
限
も
あ
り
、
主
に
八
世
紀
中
頃

以
降
に
作
成
さ
れ
た
史
料
か
ら
推
定
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
記
載
は
、
あ
く
ま
で
も
八
世
紀
中
頃
以
降
に
お
け

る
寺
院
の
土
地
領
有
や
そ
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
上
記

の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
八
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
ま
で
の
史
料
を
軸
に

し
た
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
史
料
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
性
格
や
機
能
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

く
わ
え
て
、
八
世
紀
に
お
け
る
国
家
が
行
っ
た
土
地
の
面
積
測
量
や
所
在
確
認
に

関
し
て
の
こ
れ
ま
で
の
理
解
に
も
問
題
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
理
解
は
、
近
年
ま
で
確
認
で
き
た
条
里
地
割
と
呼
ば
れ
る
一
町
方
格

（
一
辺
約
一
〇
九
ｍ
）
に
よ
る
土
地
割
の
存
在
を
前
提
に
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

八
世
紀
初
頭
ま
で
の
間
に
、
国
家
が
広
範
に
条
里
地
割
を
施
工
し
、
そ
れ
ら
を
も
と

に
土
地
の
面
積
測
量
や
所
在
確
認
を
し
て
い
た
と
考
え
て
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
理
解
に
は
修
正
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
昭
和
五
〇
年
代

（
一
九
七
五
〜
）
以
降
の
発
掘
成
果
に
よ
っ
て
、
条
里
地
割
の
多
く
は
、
一
〇
〜

一
二
世
以
降
に
施
工
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
）
9
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
条
里
地
割
が
八
世

紀
段
階
に
お
い
て
広
範
に
施
工
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
）
10
（

。

　

筆
者
は
、こ
う
し
た
条
里
地
割
施
工
時
期
に
関
す
る
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
た
上
で
、

八
世
紀
中
頃
に
お
け
る
寺
領
を
記
載
し
た
図
や
券
文
な
ど
の
分
析
を
通
じ
て
、
国
家

に
よ
る
土
地
の
面
積
測
量
や
所
在
確
認
な
ど
を
含
め
た
土
地
把
握
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
た
）
11
（

。

　

そ
こ
で
は
、
八
世
紀
中
頃
の
国
家
が
、
現
地
に
一
町
の
方
格
網
を
設
定
し
て
班
田

作
業
を
行
い
、
班
田
図
を
作
成
す
る
こ
と
で
田
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
。
さ
ら
に
、

班
田
図
に
も
と
づ
き
作
成
さ
れ
た
図
や
券
文
を
も
と
に
、
田
や
田
以
外
の
地
目
な
ど

を
含
む
地
）
12
（

を
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
土
地
把
握
の
も
と
に
な
っ
た
一
町
の
方
格
網
の
存
在
が
、
八

世
紀
初
頭
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
も
確
認
し
た
。
田
令
田
長
条
「
凡
田
、長
卅
歩
、

広
十
二
歩
為
段
、
十
段
為
町
）
13
（

」
の
規
定
は
、
従
来
、
条
里
地
割
に
関
わ
る
規
定
と
さ

18
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れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
町
内
の
面
積
測
量
を
規
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

一
町
の
方
格
網
は
、
土
地
の
収
穫
量
お
よ
び
面
積
を
測
量
す
る
た
め
の
基
準
枠
で

あ
り
、
土
地
の
所
在
を
確
認
す
る
た
め
の
座
標
軸
で
あ
る
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き

る
）
14
（

。
そ
し
て
、
条
里
地
割
は
一
町
の
方
格
網
あ
る
い
は
班
田
図
と
の
関
わ
り
の
な
か

で
施
工
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
八
世
紀
に
お
け
る
国
家
は
、
班
田
作
業
時
に
お
い
て
現
地
に
一
町

の
方
格
網
を
設
定
し
、そ
れ
に
も
と
づ
い
て
土
地
を
把
握
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
は
、
以
上
の
問
題
意
識
お
よ
び
新
た
な
知
見
に
も
と
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
八

世
紀
に
お
け
る
寺
院
の
土
地
領
有
と
国
家
に
よ
る
土
地
把
握
に
つ
い
て
検
討
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
主
な
検
討
対
象
と
す
る
の
が
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
で
あ

る
。
弘
福
寺
は
、
七
世
紀
後
半
頃
に
斉
明
天
皇
の
追
福
を
契
機
と
し
て
飛
鳥
川
原
に

創
建
さ
れ
た
官
大
寺
で
あ
る
。

　

讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
に
は
、
八
世
紀
初
頭
の
状
況
を
示
し
た
史
料
と
し
て
次

の
も
の
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
一
〇
月
二
五
日
弘
福
寺
田
畠
流
記
写
）
15
（

で
あ
る
。
同

史
料
は
国
家
が
弘
福
寺
の
田
・
陸
田
を
記
載
し
た
田
記
の
写
し
で
あ
る
）
16
（

（
以
下
、
弘

福
寺
田
記
と
す
る
）。
そ
こ
に
は
讃
岐
国
山
田
郡
に
お
け
る
弘
福
寺
田
が
記
載
さ
れ

て
い
る
）
17
（

。
ま
た
、
天
平
七
年
（
七
三
五
）
一
二
月
一
五
日
の
年
紀
を
も
つ
讃
岐
国
山

田
郡
田
図
と
称
さ
れ
る
図
が
あ
る
）
18
（

（
以
下
、
山
田
郡
田
図
と
す
る
）。
同
図
に
は
、

弘
福
寺
領
の
具
体
的
な
土
地
利
用
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）
19
（

。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
上
記
の
史
料
が
い
ず
れ
も
国
家
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
作
成

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
和
銅
二
年
の
弘
福
寺
田
記
は
、
国
家
が
作
成
し
た
田
記
の

写
し
で
あ
っ
た
。
田
記
に
つ
い
て
は
、
班
田
に
先
立
つ
校
田
作
業
と
関
わ
っ
て
作

成
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
20
（

。
ま
た
、
天
平
七
年
の
山
田
郡
田
図
に
つ
い
て

も
、国
家
が
行
っ
た
班
田
作
業
と
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
両
史
料
は
、

八
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
に
か
け
て
の
国
家
に
よ
る
土
地
の
把
握
を
明
ら
か
に
す
る
上

で
、
重
要
な
史
料
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
に
つ
い
て
は
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）

の
寺
田
校
出
を
記
録
し
た
史
料
を
は
じ
め
、
八
世
紀
中
頃
以
降
の
史
料
な
ど
に
も
恵

ま
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
弘
福
寺
領

と
国
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
八
世
紀
に
お
い
て
寺
院
の
土

地
領
有
に
対
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
、
国
家
に
よ
る
把
握
の
具
体
像
を
明
ら
か
に
す

る
。

❶
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
と
山
田
郡
田
図

　

讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
の
概
要
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
。

　

史
料
一
に
示
し
た
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
の
弘
福
寺
田
記
は
、
讃
岐
国
山
田
郡
弘

福
寺
領
に
関
し
て
、
最
も
古
い
情
報
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

史
料
一）21
（

　

弘
福
寺
〈
川
原
〉

　
　

田
壹
伯
伍
拾
捌
町
肆
段
壹
伯
貳
拾
壹
歩

　
　

陸
田
肆
拾
玖
町
漆
段
参
歩

　

大
倭
國
〈
廣
瀬
郡
大
豆
村
田
貳
拾
町
玖
段
貳
拾
壹
歩
〉

〈
山
邊
郡
石
上
村
田
貳
拾
捌
町
肆
段
壹
伯
肆
拾
陸
歩
〉

〈
葛
木
下
郡
成
相
村
田
壹
町
貳
段
参
拾
貳
歩
〉

〈
高
市
郡
寺
邊
田
参
町
参
段
参
拾
玖
歩
〉

〈
陸
田
壹
拾
壹
町
玖
段
壹
伯
貳
歩
〉

〈
内
郡
二
見
村
陸
田
陸
段
〉

　

河
内
國
〈
若
江
郡
田
壹
拾
町
陸
段
〉

〈
壹
伯
肆
拾
歩
〉
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［八世紀の寺院による土地領有と国家］……三河雅弘



　

山
背
國
〈
久
勢
郡
田
壹
拾
町
貳
伯
参
拾
捌
歩
〉

〈
陸
田
参
拾
漆
町
壹
段
貳
伯
陸
拾
壹
歩
〉

（
中
略
）

　

讃
岐
國
〈
山
田
郡
田
貳
拾
町
〉

和
銅
二
年
歳
次
己
酉
十
月
廿
五
日
正
七
位
下
守
民
部
大
録
兼
行
陰
陽
歴
博

士
山
口
伊
美
吉
田
主

従
三
位
行
中
納
言
阿
倍
朝
臣
宿
奈
麻
呂　

正
八
位
上
守
少
史
勲
十
等
佐
伯
造
足
嶋

従
三
位
行
中
納
言
兼
行
中
務
卿
勲
三
等
小
野
朝
臣
毛
野　

従
六
位
下
守
大
史
佐
伯

直
小
龍

正
四
位
下
守
中
納
言
兼
行
神
祇
伯
中
臣
朝
臣
萬
呂　

正
八
位
下
守
大
録
船
連
大
魚

　

正
五
位
下
守
左
中
辨
阿
倍
朝
臣
〈
使
〉

　

従
五
位
下
守
左
少
辨
賀
毛
朝
臣
〈
使
〉

　

従
五
位
上
行
治
部
少
輔
釆
女
朝
臣
比
良
夫

　

正
五
位
下
民
部
大
輔
佐
伯
宿
禰
石
湯

（
な
お
、
本
稿
で
は
以
下
の
史
料
凡
例
を
用
い
る
。
□
は
一
字
分
欠
損
。﹇　

﹈
は
字

数
不
明
欠
損
。〈　

〉
は
細
字
。「　

」
は
別
筆
。
ヽ
は
合
点
。
ヽ
は
朱
合
点
。（　

）

は
翻
刻
者
・
筆
者
注
。）

　

こ
れ
を
み
る
と
、「
讃
岐
國
〈
山
田
郡
田
貳
拾
町
〉」
と
あ
り
、
和
銅
二
年
段
階
に

お
い
て
讃
岐
国
山
田
郡
に
二
〇
町
の
寺
田
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
1
図
に
示
し
た
天
平
七
年
の
年
紀
を
も
つ
山
田
郡
田
図
は
、
和
銅
二
年
の
弘
福

寺
田
記
記
載
寺
田
に
く
わ
え
て
そ
れ
以
外
の
地
目
や
土
地
利
用
な
ど
を
記
載
し
た
図

で
あ
る
。
図
に
よ
れ
ば
、
弘
福
寺
領
は
、「﹇　

﹈
夫
十
町
﹇　

﹈
在
）
22
（

」
す
な
わ
ち

一
〇
町
の
方
格
を
隔
て
た
、
南
と
北
に
位
置
す
る
二
つ
の
地
区
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
（
以
下
、
南
地
区
、
北
地
区
と
す
る
。
な
お
、
山
田
郡
田
図
は
南

を
天
と
し
て
い
る
）。

　

さ
ら
に
同
図
に
は
、
弘
福
寺
領
の
所
在
地
に
関
す
る
記
載
も
あ
る
。
図
の
南
地
区

部
分
左
上
端
に
あ
る
「
□
田
郡
□
郷
船
椅
□
」
の
記
載
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
山
田
郡

林
郷
船
椅
里
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
23
（

。
く
わ
え
て
図
右
側
に
南
地
区
か
ら
北
地
区
に

か
け
て
直
線
が
引
か
れ
、そ
の
脇
に
「
山
田
香
河
二
郡
境
」
の
記
載
が
二
カ
所
あ
る
。

林
郷
は
『
和
名
類
聚
抄
』
に
山
田
郡
の
郷
名
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
高
松
市

林
町
が
遺
称
地
名
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
林
町
の
西
側
に
は
直
線
的
な
境
界

が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
山
田
郡
と
香
川
郡
の
旧
郡
境
で
あ
る
。
同
図
記
載
の
「
山

田
香
河
二
郡
境
」は
こ
の
郡
境
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
点
か
ら
、

讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
は
現
在
の
高
松
市
林
町
・
木
太
町
付
近
に
比
定
さ
れ
て
い

る
。
第
2
図
は
比
定
地
付
近
を
示
し
た
図
で
あ
る
。

　

弘
福
寺
領
の
詳
細
な
現
地
比
定
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
説
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
は
や
く
は
高
重
進
が
山
田
郡
田
図
の
北
地
区
を
長
池
付
近
（
現
高
松
市
林
町
・

多
肥
町
）
と
す
る
比
定
案
を
示
し
た
）
24
（

。
そ
の
後
、
米
倉
二
郎
が
、
北
地
区
を
新
池
付

近
（
現
高
松
市
木
太
町
・
林
町
）
に
比
定
し
、
南
地
区
を
池
大
池
付
近
（
現
高
松
市

林
町
）
に
比
定
し
た
）
25
（

。
米
倉
は
、
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
一
〇
月
二
九
日
讃
岐

国
山
田
郡
弘
福
寺
田
内
校
出
田
注
文
（
後
掲
史
料
三
）
26
（

）
記
載
の
条
里
呼
称
が
、
山
田

郡
田
図
の
記
載
範
囲
に
収
ま
る
と
す
る
福
尾
猛
市
郎
の
指
摘
）
27
（

を
も
と
に
比
定
を
行
っ

た
。
こ
の
比
定
案
は
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
っ
て
部
分
的
に
修
正
さ
れ
て
い
る
も
の

の
）
28
（

、
継
承
さ
れ
て
い
る
）
29
（

。

　

し
か
し
、
弘
福
寺
領
の
現
地
比
定
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。
条
里

呼
称
に
関
わ
る
遺
称
地
名
が
少
な
く
、
現
地
比
定
の
前
提
で
あ
る
山
田
郡
条
里
の
里

区
画
や
各
条
一
里
の
起
点
な
ど
の
復
原
に
は
、
依
然
と
し
て
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
木
下
晴
一
に
よ
っ
て
北
地
区
を
木
太
町
付
近
と
し
、
南

地
区
を
林
町
付
近
と
す
る
新
案
が
出
さ
れ
て
い
る
）
30
（

。
こ
れ
は
比
定
地
周
辺
の
微
地
形

復
原
と
考
古
学
の
発
掘
成
果
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
）
31
（

。

　

さ
て
、
弘
福
寺
領
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
山
田
郡
田
図
の
記
載
内
容
を

も
と
に
検
討
さ
れ
て
き
て
い
る
。
図
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
前
述
の
福
尾
）
32
（

を
は
じ
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第 1図　讃岐国山田郡田図のトレース図
図全体を分割掲載。一点鎖線は紙継。破線四角囲みは印。点線は欠損部分。彩色は第3図に記載。
図作成には註（17）石上英一論文および註（18）東京大学史料編纂所編文献所収写真を参照・利用。
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第 2図　讃岐国山田郡弘福寺領の比定地付近
ベースマップは明治二九年（一八九六）測図正式二万分の一地形図「百相」



め
と
し
て
、石
上
英
一
）
33
（

や
金
田
章
裕
）
34
（

な
ど
に
よ
る
詳
細
な
整
理
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

そ
れ
ら
の
研
究
が
導
き
出
し
た
成
果
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
図
の
記
載
内

容
さ
ら
に
は
図
の
性
格
を
み
て
い
く
。

　

山
田
郡
田
図
は
三
紙
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
）
35
（

。
第
一
紙
と
第
二
紙
に
は
図
お
よ
び

集
計
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第
三
紙
に
は
年
紀
と
署
名
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

く
わ
え
て
、
同
図
は
集
計
部
分
と
紙
継
部
分
な
ど
に
「
弘
福
之
寺
」
印
が
捺
さ
れ
て

い
る
。

　

図
の
署
名
部
分
に
は
、
図
定
を
し
た
縁
勝
の
署
名
が
あ
り
、
そ
の
後
に
弘
福
寺
三

綱
の
僧
職
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
山
田
郡
田
図
は
、
弘
福
寺
が
寺

領
検
注
の
た
め
に
作
成
し
た
図
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

　

集
計
部
分
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
南
・
北
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
単
位
の
合
計
と
両
地

区
の
合
計
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）
36
（

。

　
（
南
地
区
集
計
）

右
田
□
（
数
）八

町
九
十
八
束
代　

直
米
卌
一
石
六
斗

田
□
（
租
）百

廿
二
束
九
把
四
分　
〈
不
咸
〉

合
□（今
墾
）□
田
八
十
九
束
代 

□（直
米
）□
并
租
者
丙
子
年（
不
）
□
取

　
（
北
地
区
集
計
）

右
田
数
十
一
町
四
百
十
二
束
代　

直
米
六
十
□
（
三
）石

四
斗

田
租
稲
百
七
十
七
束
三
把
六
分　
〈
不
咸
〉

畠
数
一
千
四
百
十
三
束
代
之
中

三
百
卌
束
代
田
墾
得　

直
米
三
石
四
斗

六
百
九
十
束
代
見
畠
直
米（
三
）

□
石
五
斗

三
百
六
十
三
束
代
三
宅
之
内
直
不
取

廿
□
（
束
）代

悪
不
沽

　
（
両
地
区
集
計
）

上
下
田
都
合
廿
町
十
束
代　

直
米
百
五
石

畠
墾
田
直
米
三
石
四
斗　

見
畠
直
米
三
石
五
斗

右
米
合
百
十
一
石
九
斗

租
稲
合
三
百
束
三
把

　

集
計
は
「
田
」
と
「
畠
」
毎
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
田
」
に
関
し
て
は
面
積
、

田
租
お
よ
び
直
米
に
関
す
る
情
報
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
畠
」
に
関
し
て
は

面
積
お
よ
び
直
米
に
関
す
る
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

集
計
に
み
ら
れ
る
一
町
以
下
の
単
位
を
「
束
代
」
を
用
い
て
表
記
す
る
記
載
（
一

町
＝
五
〇
〇
束
代
）
は
、
前
述
し
た
田
令
規
定
と
は
異
な
る
表
記
で
あ
る
）
37
（

。
こ
の
表

記
は
図
部
分
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
）
38
（

。

　

図
の
部
分
に
は
、
一
町
を
単
位
と
す
る
方
格
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
方
格
毎
に
土

地
利
用
や
直
米
な
ど
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

土
地
利
用
は
彩
色
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
彩
色
は
、
茶
褐
色
、
白
緑
、
赤
褐
色
で

あ
る
。
土
地
利
用
の
境
界
は
線
な
ど
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
）
39
（

。

　

無
彩
色
は
基
本
的
に
田
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
屋
」や「
倉
」な
ど
に
も
彩
色
は
な
い
。

　

茶
褐
色
は
南
地
区
で
は
「
壟
」
や
「
今
墾
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
壟
」
は
地

形
的
に
小
高
い
た
か
ま
り
を
示
す
土
地
利
用
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
40
（

。
北
地
区

で
は
主
に
畠
に
用
い
ら
れ
、「
畠
成
田
」
や
「
今
畠
墾
田
」
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

白
緑
は
「
今
墾
」
や
「
畠
成
田
」
お
よ
び
「
今
畠
墾
田
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
今

墾
」
と
「
今
畠
墾
田
」
で
は
茶
褐
色
の
上
に
白
緑
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
畠
成

田
」
で
は
、
無
彩
色
と
茶
褐
色
部
分
に
ま
た
が
っ
て
塗
ら
れ
て
い
る
。
白
緑
の
利
用

は
変
更
な
ど
を
示
し
た
表
現
で
あ
る
）
41
（

。
茶
褐
色
上
に
白
緑
を
用
い
る
表
現
は
、
以
前

の
土
地
利
用
か
ら
の
変
更
を
明
示
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

赤
褐
色
は
「
人
夫
等
田
」「
人
夫
等
家
」
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
人
夫
は
弘

福
寺
領
の
賃
租
耕
作
に
従
事
す
る
耕
作
者
で
あ
る
。
人
夫
に
関
連
す
る
部
分
は
、
い

23
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ず
れ
も
面
積
記
載
が
無
い
こ
と
か
ら
、
弘
福
寺
領
内
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考

え
る
）
42
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
山
田
郡
田
図
記
載
の
方
格
線
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
の
な
か
に
、

条
里
地
割
そ
の
も
の
を
示
し
て
い
る
と
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
方
格
線

の
位
置
に
、
現
実
の
地
割
が
存
在
し
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
次
の
点

を
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
43
（

。

　

ま
ず
山
田
郡
田
図
記
載
の
方
格
線
と
土
地
利
用
表
現
と
の
関
係
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
図
に
は
、
曲
線
的
に
表
現
さ
れ
た
田
が
方
格
線
を
ま
た
が
っ
て
記
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
田
が
方
格
線
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
表
現
の
存
在
は
、
図
の
方
格
線
が
、
か
な
ら
ず
し
も
条
里
地
割
を
表
現

し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
）
44
（

。
ま
た
、
図
の
方
格
線
は
、
天
平
宝
字
五
年

（
七
六
一
）
の
班
田
作
業
時
に
お
け
る
坪
区
画
と
対
応
し
て
い
る
）
45
（

。
こ
の
こ
と
は
図

記
載
の
方
格
線
が
班
田
作
業
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
図
に
は
、
班
田
作
業
時
に
お
い
て
現
地
に
設
定
さ

れ
た
一
町
の
方
格
網
が
表
現
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
ま
で
遺
存

し
て
い
る
条
里
地
割
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う
な
一
町
の
方
格
網
に
も
と
づ
き
、
施
工

さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
）
46
（

。

　

ま
た
、
こ
の
推
定
は
山
田
郡
田
図
が
天
平
七
年
一
二
月
一
五
日
に
作
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
天
平
七
年
は
班
田
年
に
相
当
す
る
。
同
年
の
班
田

は
、
田
令
班
田
条
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
一
〇
月
一
日
に
班
給
に
必
要
な
帳
簿
が
作

成
さ
れ
、
一
一
月
一
日
か
ら
翌
年
二
月
末
日
ま
で
の
間
に
班
給
が
終
了
し
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
山
田
郡
田
図
は
、
ま
さ
に
班
田
作
業
の
最
中
に
弘
福
寺
が
作
成
し
た

図
で
あ
っ
た
。
弘
福
寺
は
班
田
作
業
と
密
接
に
関
わ
り
寺
領
内
の
検
注
を
実
施
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
）
47
（

。

　

以
上
、
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
の
概
要
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
問
題

に
な
る
の
は
山
田
郡
田
図
に
記
載
さ
れ
た
弘
福
寺
領
の
性
格
で
あ
る
。
山
田
郡
田
図

の
史
料
と
し
て
の
性
格
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

前
述
の
和
銅
二
年
の
弘
福
寺
田
記
は
、
太
政
官
を
は
じ
め
と
し
た
寺
田
関
係
諸
官

省
役
人
の
署
名
が
あ
る
公
的
な
文
書
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
、
山
田
郡
田
図

は
弘
福
寺
僧
の
署
名
の
み
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
弘
福
寺
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
私

的
な
図
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
山
田
郡
田
図
記
載
の
弘
福
寺
領
は
、
国
家
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
存
在
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
田
記
の
特
徴
を
抽
出
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
国
家
に
よ
る
弘
福
寺
領
の
把
握
の
状

況
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
次
章
に
お
い
て
は
、
山
田
郡
田
図
の
記
載
内
容
の

検
討
を
中
心
に
、
弘
福
寺
領
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
い
く
。

❷
山
田
郡
田
図
に
記
載
さ
れ
た
弘
福
寺
領

二

－

一
、
弘
福
寺
領
の
空
間
構
造

　

本
章
で
は
、
ま
ず
山
田
郡
田
図
記
載
の
弘
福
寺
領
の
空
間
構
造
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
る
。

　

す
で
に
前
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
山
田
郡
田
図
に
は
彩
色
や
文
字
に
よ
っ
て
地
目

や
多
様
な
土
地
利
用
に
関
す
る
情
報
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
図
に
記
載

さ
れ
た
「
田
」
と
「
畠
」
に
関
し
て
は
、
次
に
示
す
い
く
つ
か
の
種
類
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
（
第
3
図
。
地
目
や
土
地
利
用
の
位
置
を
示
す
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
算
用

数
字
は
同
図
参
照
）。

　
「
田
」
は
三
種
類
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。

　

ま
ず
、「
津
田
」
な
ど
の
よ
う
に
「
○
○
田
」
と
表
記
さ
れ
た
田
で
あ
る
。
集
計

の
二
〇
町
一
〇
束
代
に
相
当
す
る
。
弘
福
寺
が
田
租
や
直
米
を
収
取
し
た
寺
田
で
あ

る
。
田
数
は
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
弘
福
寺
田
記
記
載
の
寺
田
二
〇
町
と
ほ
ぼ
一
致

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
田
は
、
す
で
に
和
銅
二
年
に
お
い
て
開
発
さ
れ
て

い
た
寺
田
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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つ
ぎ
に
、「
今
墾
」
と
表
示
さ
れ
る
田
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
和
銅
二

年
以
降
、
遅
く
と
も
天
平
七
年
（
七
三
五
）
ま
で
に
開
発
さ
れ
た
田
で
あ

る
。「
今
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
平
七
年
の
直
前
に
開
発
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
図
中
で
は
欠
損
箇
所
が
多
く
、
各
区
画
の
面
積
は
不
明
で
あ

る
が
、
南
地
区
の
集
計
に
は
「
今
墾
田
」
八
九
束
代
の
存
在
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。「
今
墾
」
に
は
、
茶
褐
色
の
上
に
白
緑
が
塗
ら
れ
た
記
載
と
無

彩
色
の
記
載
の
二
つ
が
あ
る
。
前
者
は
南
地
区
ｄ
3
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

欠
損
が
あ
り
不
明
瞭
で
あ
る
も
の
の
、
ａ
1
・
ｂ
1
に
も
確
認
で
き
る
）
48
（

。

南
地
区
に
は
畠
は
な
く
、
茶
褐
色
は
「
壟
」
の
み
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
茶
褐
色
の
上
に
白
緑
が
塗
ら
れ
た
「
今
墾
」
は
、「
壟
」

あ
る
い
は
そ
れ
と
同
じ
微
高
地
を
新
規
に
開
発
し
た
田
で
あ
る
と
推
定
で

き
る
）
49
（

。
後
者
は
南
地
区
ａ
2
・
ｂ
2
・
ｃ
3
に
み
ら
れ
る
。「
壟
」
な
ど

の
微
高
地
と
は
異
な
る
低
地
部
分
の
非
耕
作
地
を
新
規
に
開
発
し
た
田
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
南
地
区
ｂ
4
に
「﹇　

　

﹈
時
除
百
五
十
﹇　

　

﹈
未
給
」

と
記
載
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
。
無
彩
色
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
田
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
同
部
分
の
面
積
は
、
和
銅
二
年
の

二
〇
町
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
和
銅
二
年
以
降
に
開
発
さ
れ
た
新

規
開
発
田
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
未
給
」
と
は
、
何
ら
か
の
理
由

に
よ
っ
て
国
家
か
ら
寺
田
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。「﹇　

　

﹈
時
」
に
つ
い
て
は
天
平
七
年
も
し
く
は
そ
の
前
の
天
平
元

年
班
田
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
50
（

。

　

一
方
、「
畠
」
は
北
地
区
の
集
計
部
に
「
田
墾
得
」「
見
畠
」「
三
宅
之
内
」

「
悪
不
沽
」
の
四
種
類
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
う
ち
「
見
畠
」「
三
宅
之
内
」「
悪
不
沽
」
は
、
図
中
に
お
い

て
茶
褐
色
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
見
畠
」
は
現
作
の
畠
で
あ
り
、
畠

一
四
一
三
束
代
の
う
ち
六
九
〇
束
代
を
占
め
て
い
る
。
図
中
の
「
見
畠
」
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部
分
に
は
面
積
の
ほ
か
に
直
米
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
「
三
宅
之
内
」
は
「
直
不
取
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
弘
福
寺
が
直
米
を
取
れ
な

い
畠
で
あ
っ
た
。
北
地
区
ｅ
4
に
は
「
畠
九
十
束
代
」
の
下
に
「
三
宅
」
の
文
字
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
区
画
に
は
「
屋
」「
倉
」
そ
し
て
井
戸
を
示
す
「
井
」

の
表
記
が
あ
る
。「
三
宅
」
は
後
世
の
荘
所
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
）
51
（

。

　
「
悪
不
沽
」
は
直
米
が
集
計
部
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
畠
で
あ
る
。
図
を
み
る
と
、

北
地
区
ｂ
4
に
は
「
畠
卌
束
代
直
米
一
斗
」
の
下
に
「
悪
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
部
分
の
四
〇
束
の
う
ち
二
〇
束
が「
悪
」で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
悪
」は
、

不
耕
作
の
畠
あ
る
い
は
損
畠
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
畠
に
対
し
て
「
田
墾
得
」
は
、
図
中
で
は
白
緑
が
用
い
ら
れ
、
北
地
区

ｅ
4
に
「
畠
成
田
」、
ｄ
5
と
ｅ
7
に
「
今
畠
墾
田
」
と
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に

白
緑
は
変
更
を
示
し
て
い
る
。
集
計
で
は
、「
畠
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
畠
で
あ
っ
た
も
の
が
、
田
へ
変
更
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
52
（

。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
図
に
記
載
さ
れ
た
「
田
」
と
「
畠
」
に
は
性
格
や
開
発

時
期
が
異
な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
整
理
を
ふ
ま
え
て
、

図
に
記
載
さ
れ
た
南
地
区
と
北
地
区
の
土
地
利
用
を
み
て
い
く
と
、
両
地
区
の
耕
作

状
況
や
開
発
傾
向
の
違
い
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

南
地
区
は
、
田
と
「
壟
」
を
含
む
未
開
発
地
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
田
に
は
、

和
銅
二
年
に
す
で
に
開
発
さ
れ
て
い
た
寺
田
と
和
銅
二
年
か
ら
天
平
七
年
ま
で
の
間

に
耕
作
さ
れ
た
「
今
墾
」
を
は
じ
め
と
す
る
新
規
開
発
田
が
あ
る
。
寺
田
は
、「
壟
」

を
含
む
未
開
発
地
に
囲
ま
れ
て
立
地
し
て
い
る
。「
壟
」
な
ど
は
微
高
地
で
あ
る
。

　

山
田
郡
田
図
の
比
定
地
付
近
の
古
地
形
復
原
に
つ
い
て
は
、
高
橋
学
や
木
下
晴
一

に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
る
）
53
（

。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
同
地
域
に
は
、
香
東
川
谷
口
を

扇
頂
と
す
る
扇
状
地
が
形
成
し
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
新
旧
の
河
道

と
そ
の
間
の
自
然
堤
防
あ
る
い
は
中
州
状
の
微
高
地
が
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
推
定

さ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
微
高
地
で
あ
る
「
壟
」
な
ど
に
囲
ま
れ
た
部
分
は
、
旧
河
道
の
低

地
部
分
あ
る
い
は
後
背
湿
地
な
ど
の
低
地
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
弘
福
寺
は
、

和
銅
二
年
ま
で
の
間
に
低
地
部
分
を
中
心
に
開
発
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。た
だ
し
、

和
銅
二
年
ま
で
に
す
べ
て
の
低
地
部
分
が
開
発
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
今
墾
」

な
ど
の
存
在
は
、
弘
福
寺
が
和
銅
二
年
以
降
も
低
地
部
分
の
新
た
な
開
発
を
進
め
て

い
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
微
高
地
を
示
し
た
「
壟
」
と
同
じ
彩
色
部

分
に
「
今
墾
」
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
和
銅
二
年
以
降
の
開
発
は
、
微
高
地
を

も
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
南
地
区
で
は
、
和
銅
二
年
か
ら
天
平
七
年
ま
で
の
間
に
田
の
開
発
が

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
天
平
七
年
段
階
に
お
い
て
も
、
依
然
と

し
て
「
壟
」
な
ど
が
存
在
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
土
地
が
田
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
）
54
（

。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
北
地
区
は
天
平
七
年
時
点
に
お
い
て
す
べ
て
の
土
地
が
利
用
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
南
地
区
と
明
ら
か
に
耕
作
状
況
が
異
な
る
。
土
地
利
用
は

田
や
畠
そ
し
て
「
三
宅
」
な
ど
で
あ
る
。

　

田
は
和
銅
二
年
に
す
で
に
開
発
さ
れ
て
い
た
も
の
が
多
く
を
占
め
る
。
そ
れ
ら
は

南
地
区
同
様
に
低
地
部
分
に
立
地
し
て
い
た
。
ま
た
、
畠
は
田
を
挟
み
こ
む
よ
う
に

し
て
微
高
地
上
に
立
地
し
て
い
た
。「
三
宅
」
は
、
畠
と
連
続
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、微
高
地
上
に
点
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
周
辺
に
は
「
人
夫
家
」

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
「
三
宅
」
同
様
の
立
地
が
想
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、北
地
区
で
は
土
地
利
用
の
変
化
が
確
認
で
き
る
。「
畠
成
田
」「
今
畠
墾
田
」

が
示
す
畠
か
ら
田
へ
の
転
作
で
あ
る
。
土
地
利
用
の
変
更
は
、
和
銅
二
年
以
前
に
も

行
わ
れ
て
い
た
。
寺
田
の
な
か
の
「
畠
田
」
は
、
和
銅
二
年
ま
で
の
間
に
微
高
地
部

分
の
畠
を
水
田
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
南
地
区
と
北
地
区
で
は
耕
作
状
況
や
開
発
傾
向
に
違
い
が
確
認
で

き
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
違
い
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
弘
福
寺

領
に
お
け
る
開
発
拠
点
の
位
置
を
考
慮
す
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
。
北
地
区
の
「
三
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宅
」
そ
し
て
そ
の
周
辺
に
記
載
さ
れ
る
「
人
夫
家
」
の
存
在
で
あ
る
。

　

南
地
区
は
、「
三
宅
」
な
ど
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
に
、
天
平
七
年
に
お
い
て
未

開
発
地
が
依
然
と
し
て
残
り
、
ま
た
、
弘
福
寺
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
新
規
開
発
が
な

さ
れ
て
い
っ
た
。
一
方
で
、
北
地
区
は
、「
三
宅
」
周
辺
の
開
発
が
は
や
く
よ
り
進

展
し
、
さ
ら
に
畠
か
ら
田
へ
と
転
作
が
な
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。

　

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
三
宅
」
付
近
で
あ
る
北
地
区
の
ｃ
4
・
ｄ

4
・
ｅ
4
の
田
で
は
、
田
の
直
米
を
一
町
に
換
算
し
た
比
率
が
、
平
均
五
斗
で
あ
る

他
の
場
所
に
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
五
石
、
九
石
二
斗
九
升
、
九
石
七
斗
九
升
と
高

額
を
示
し
て
い
る
）
55
（

。
こ
の
よ
う
な
高
額
な
直
米
比
率
も
、「
三
宅
」
な
ど
を
拠
点
と

し
た
弘
福
寺
領
の
経
営
の
存
在
を
裏
付
け
る
。

  

以
上
、
山
田
郡
田
図
記
載
の
弘
福
寺
領
の
空
間
構
造
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
弘
福

寺
領
は
、
北
地
区
の
「
三
宅
」
な
ど
を
中
心
と
す
る
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
空
間
構
造

で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
と
し

て
、
和
銅
二
年
に
存
在
し
た
寺
田
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
寺
田
を
含
め
た
田
の
開
発

や
維
持
は
、
田
以
外
の
土
地
利
用
と
密
接
に
関
わ
り
、「
三
宅
」
な
ど
を
拠
点
と
し

た
弘
福
寺
の
経
営
の
な
か
で
な
さ
れ
て
い
た
。

二

－

二
、
弘
福
寺
領
と
国
家
と
の
関
係

　

そ
れ
で
は
、
山
田
郡
田
図
記
載
の
弘
福
寺
領
は
ど
の
よ
う
な
性
格
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
国
家
と
の
関
係
を
も
と
に
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
天
平
宝
字
年
間
（
七
五
七
〜

七
六
五
）
に
生
じ
た
国
司
に
よ
る
弘
福
寺
田
の
校
出
と
そ
の
返
還
で
あ
る
。
次
に
示

す
史
料
二
と
史
料
三
は
、
天
平
宝
字
年
間
の
山
田
郡
司
牒
案
）
56
（

と
天
平
宝
字
七
年
一
〇

月
二
九
日
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
田
内
校
出
田
注
文
）
57
（

で
あ
る
。

史
料
二

　

山
田
郡
司
牒　

川
原（
寺
ヵ
）

□
﹇

　
　
　
寺

　
　

合
田
中
検
出
田
一
町
四
段
三
﹇ （
百
五
十
歩
）

        

　

牒
去
天
平
宝
字
五
年
巡
察
﹇             　
　
　

　

出
之
田
混
合
如
件
﹇                 　

　
　
　

　

伯
姓
今
依
国
今
月
廿
二
日
符
旨
停
止
班
給
為
寺
田
畢

　

仍
注
事
牒
々
至
准
状
以
牒

　
　
　
　
　
　
　
　

天
平
宝
□（字
七
年
ヵ
）

□
□
﹇　
　
　

﹈
外
少
初
位
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
政
従
八
位
佐
伯

　

大
領
外
正
八
位
上
綾
公
人
足　
　

□
（
復
）□（擬
主
政
大
）

□
□
□
□
□（初
ヵ
）

　

上
秦
公
大
成

　

少
領
従
八
位
上
凡
直　
　
　
　
　
﹇　
　
　

  

﹈
下
秦（位
）

　

公
□
□
麻
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
略
）

史
料
三　

　

山
田
郡

　
　

川
原
寺
田
内
校
出
田
一
町
四
段
三
百
五
十
歩

　

　ヽ

八
条
九
里
卅
一
池
田
一
段
百
六
十
歩

　ヽ
　
　

十
里
四
池
辺
田
百
卌
歩

　ヽ
　
　

九
池
口
田
四
段
九
十
歩

　
　
　

十
二
里
卅
下
原
田
五
十
歩

　
　
　
　

卅
一
柿
本
田
一
段
百
七
十
歩　

　
　
　
　

卅
三
圃
依
田
卌
歩

　
　
　
　

卅
四
井
門
田
七
十
歩

　
　
　

十
三
里
十
五
薮
田
七
十
歩

　ヽ

九
条
四
里
卅
六
津
田
三
段
三
十
歩

　

　ヽ

五
里
一
長
田
一
段
百
七
十
歩

　
　
　

七
里
廿
五
原
田
二
段
七
十
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
平
宝
字
七
年
十
月
廿
九
日

〈
秦
〉

〈
□（足
ヵ
）□

〉
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復
擬
主
政
大
初
位
秦
公
「
大
成
」

　

讃
岐
国
山
田
郡
司
牒
案
は
、
山
田
郡
司
が
天
平
宝
字
年
間
に
お
け
る
一
連
の
事
態

を
記
し
弘
福
寺
へ
出
し
た
牒
の
写
し
で
あ
る
。
同
史
料
に
よ
れ
ば
、
天
平
宝
字
五
年

に
、
巡
察
使
に
よ
っ
て
田
一
町
四
段
余
が
校
出
さ
れ
、
口
分
田
と
し
て
伯
姓
（
百
姓
）

へ
班
給
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ら
は
、
寺
田
と
し
て
返
還
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
）
58
（

。
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
田
内
校
出
田
注
文
は
、
巡
察
使
に
よ
っ
て
校
出
さ
れ

た
田
を
山
田
郡
司
が
記
し
弘
福
寺
へ
出
し
た
注
文
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
こ
れ
ら
の
田
は
寺
田
と
し
て
弘
福
寺
へ
返
還
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
福
尾
猛
市
郎
は
校
出
田
の
位
置
が
山
田
郡
田
図
の

記
載
範
囲
内
に
収
ま
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
）
59
（

。
第
4
図
は
、
山
田
郡
田
図
の
記
載

範
囲
と
天
平
宝
字
年
間
に
お
け
る
校
出
田
の
位
置
を
比
較
し
た
図
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
み
る
と
、
校
出
田
の
位
置
は
、
山
田
郡
田
図
に
お
い
て
寺
田
以
外
の
地
目

や
土
地
利
用
が
存
在
し
た
部
分
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
天
平

宝
字
年
間
に
お
い
て
は
、
山
田
郡
田
図
記
載
範
囲
の
な
か
で
、
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）

以
降
に
開
発
さ
れ
た
新
規
開
発
田
が
校
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
返
還
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

天
平
宝
字
年
間
に
お
い
て
同
じ
く
田
が
校
出
さ
れ
た
後
に
返
還
さ
れ
た
事
例
は
、

越
前
国
東
大
寺
領
で
も
確
認
で
き
る
。
越
前
国
の
事
例
を
も
と
に
返
還
の
理
由
に
つ

い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
一
〇
月
二
一
日
越
前
国
司
解
）
60
（

に
よ
れ
ば
、東
大
寺
は
、

天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
四
月
一
日
の
墾
田
地
許
可
）
61
（

を
う
け
越
前
国
に
お
い
て
未

開
発
地
を
占
定
し
、そ
の
内
部
を
開
発
し
墾
田
（
新
規
開
発
田
）
と
し
た
。
し
か
し
、

天
平
宝
字
四
年
校
田
の
際
に
国
司
ら
が
墾
田
を
公
田
と
し
て
登
録
し
、
翌
年
口
分
田

と
し
て
百
姓
へ
班
給
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
東
大
寺
は
、
天
平
神
護
二
年
の
校
田

時
に
「
前
図
券
」
を
も
と
に
天
平
宝
字
五
年
の
班
田
図
籍
の
変
更
を
要
求
し
て
い
た
。

そ
し
て
最
終
的
に
は
東
大
寺
の
主
張
が
採
用
さ
れ
、
墾
田
は
東
大
寺
へ
と
返
還
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
墾
田
の
東
大
寺
へ
の
返
還
に
際
し
て
、「
前
図
券
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
前
図
券
」
と
は
、
占
定
し
た
範
囲
と
そ
の
内

部
の
開
発
状
況
が
記
載
さ
れ
た
、
東
大
寺
が
主
体
と
な
っ
て
作
成
し
た
図
と
券
文
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
越
前
国
衙
へ
提
出
さ
れ
た
の
ち
に
国
司
署
名
や
国
印
捺
印
が
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
占
定
範
囲
の
領
有
が
国
家
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
事
実

を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
）
62
（

。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
新
規
開
発
田
が
寺
へ
返
還
さ
れ
る
た
め
に
は
、
占
定
範
囲
の

領
有
が
国
家
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
ふ

ま
え
る
と
、
山
田
郡
田
図
記
載
の
弘
福
寺
領
に
関
し
て
も
、
国
家
は
弘
福
寺
の
領
有

そ
の
も
の
を
認
め
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
寺
院
に
よ
る
未
開
発
地
の
占
定
や

そ
の
領
有
が
、
前
述
し
た
天
平
勝
宝
元
年
四
月
一
日
に
い
た
り
は
じ
め
て
許
可
さ
れ

て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
）
63
（

。

　

そ
れ
で
は
、
天
平
勝
宝
元
年
以
前
に
国
家
に
よ
っ
て
弘
福
寺
の
領
有
が
認
め
ら
れ

て
い
た
山
田
郡
田
図
記
載
の
弘
福
寺
領
と
は
、
い
か
な
る
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
新
規
開
発
田
で
あ
る
「
今
墾
」
に
お
け
る
田
租
の

取
り
扱
い
で
あ
る
。
集
計
部
の
「
□（直
米
）□并

租
者
丙
子
年
□
（
不
）取

」
の
記
載
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、「
今
墾
」
で
は
、
弘
福
寺
が
丙
子
年
（
天
平
八
年
）
に
直
米
と
田
租
を
収

取
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
い
い
か
え
れ
ば
、
本
来
、「
今
墾
」
の
直
米
と
田
租

が
寺
側
へ
収
納
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
）
64
（

。
周
知
の
よ
う
に
、
天

平
勝
宝
元
年
以
降
に
成
立
し
た
新
規
開
発
田
で
あ
る
「
墾
田
」
は
、
国
家
が
租
を
徴

収
す
る
輸
租
田
で
あ
っ
た
。「
今
墾
」
は
、
不
輸
租
で
あ
る
寺
田
と
同
等
な
性
格
で

あ
り
）
65
（

、「
墾
田
」
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
「
今
墾
」
の
存
在
は
、
山
田
郡
田
図
記
載
の
弘
福
寺
領
が
、
寺
院
墾

田
地
許
可
以
後
に
成
立
し
た
「
墾
田
」
を
含
む
寺
院
に
よ
る
土
地
領
有
と
は
異
な
る

性
格
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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津田
2段338歩
（今墾カ）
（非耕地カ）

津田西口田
2段288歩
（今墾カ）
（非耕地カ）

池田
1段
160歩

津田
3段40歩

津田
？
墾
2段

津田
？
今墾
？

津田
？
今墾
？

津田
？
今墾
？

池辺田
140歩

長田
1段170歩

津田
3段
今墾 ？

（非耕地カ）

津田
1町

津田
1町

池口田
4段90歩

（田カ）
（今墾カ）

田
7段

［　］未給
3段

山
田
香
川
郡
境

山
田
香
川
郡
境

南地区 南地区

茅田
1町

樋蒔田
1町

樋蒔田
1町

造田
9段
畠
1段

畠田
9段
畠
1段

屎田
8段
畠
2段

下原田
50歩

原田
2段70歩

佐布田
1段266歩
畠2段

畠成田1段

佐布田
1段144歩
畠
2段

佐布口田
72歩

佐布田
7段
畠
3段

角道田
1町

井門田
70歩

圃依田
40歩

柿本田
1段
170歩

畠田
9段288歩
畠
72歩

畠田
2段72歩
畠4段288歩
今畠墾田1段

佐布田
3段

畠田
1町

柿本田
1町

柿本田5段
畠72歩
今畠墾田
2段288歩

山
田
香
川
郡
境

藪田
70歩

山
田
香
川
郡
境

北地区 北地区

第 4図　山田郡田図の記載範囲と天平宝字年間の校出田との関係
左： 天平七年讃岐山田郡田図記載の田畠など　右：天平宝字七年讃岐国山田郡弘福寺田内校出田注文記載の校出田 
山田郡田図記載の面積は町段歩へ変換したものを示した。屋・倉および人夫等田畠家は除く。？は面積不明。 
カッコ内の推定は，註（17）石上英一論文に拠る。

八
条
九
里

九
条
四
里

八
条
十
里

九
条
五
里

　

八
条
十
二
里

　

九
条
七
里

　

八
条
十
三
里

　

九
条
八
里
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❸
国
家
に
よ
る
寺
領
の
把
握
と
そ
の
展
開 

　

前
章
の
検
討
に
よ
っ
て
、
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
は
、「
三
宅
」
を
中
心
と
し

た
ま
と
ま
り
を
も
つ
空
間
構
造
で
あ
り
、
ま
た
国
家
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
示
し
た
。
国
家
に
よ
る
認
定
は
、
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
弘
福
寺
田
記
記
載
の

寺
田
が
山
田
郡
田
図
記
載
の
弘
福
寺
領
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
ふ
ま

え
る
と
、
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
が
成
立
し
た
当
初
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が

想
定
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
和
銅
二
年
の
弘
福
寺
田
記
の
評
価
で
あ
る
。同
田
記
は
、

讃
岐
国
山
田
郡
に
存
在
す
る
弘
福
寺
が
領
有
し
た
寺
田
の
田
数
の
み
を
記
載
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
田
記
の
存
在
は
、
寺
院
に
よ
る
土
地
領
有
に
対
す
る
、
成
立
期
に
お

け
る
国
家
の
土
地
把
握
の
状
況
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
国
家

は
、
和
銅
二
年
に
お
い
て
、
所
在
国
郡
と
田
数
の
み
の
把
握
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
）
66
（

。

　

和
銅
六
年
四
月
一
七
日
、
国
家
は
諸
寺
の
田
記
に
錯
誤
が
あ
る
こ
と
か
ら
田
記
の

改
正
を
命
じ
る
旨
を
出
し
て
い
る
）
67
（

。
ま
た
、
同
年
一
〇
月
八
日
に
、
今
後
、
制
限
を

越
え
た
田
野
に
関
し
て
は
還
公
す
る
と
の
旨
を
出
し
て
い
る
）
68
（

。
両
者
は
一
連
の
政
策

で
あ
り
、
田
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
以
上
の
諸
寺
に
よ
る
田
野
の
領
有
実
態
に
対
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
策
の
実
施
に
は
、
国
家
が
寺
院
に
よ
る
土
地
領

有
を
把
握
で
き
て
い
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
後
国
家
が
寺
院
の
土
地
領
有
に
対
し
て
実
施
し
た
土
地

把
握
の
内
容
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
天
平
七
年
の
山
田
郡
田
図
は
、
弘
福
寺

が
班
田
作
業
と
関
わ
り
作
成
し
た
図
で
あ
っ
た
。
図
に
は
、
次
の
よ
う
な
班
田
作
業

の
実
態
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
今
墾
」
の
集
計
に
あ
る
「
□（直
米
）□

并
租
者
丙
子
年
□
（
不
）取

」
の
記
載
で
あ
る
。

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
同
部
分
は
、
弘
福
寺
が
「
今
墾
」
か
ら
の
丙
子
年
（
天

平
八
年
）
分
の
田
租
や
直
米
を
収
取
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
山
田
郡
田
図

が
班
田
作
業
時
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
家
は
班
田
作
業
を
通
じ
て
、
新

規
開
発
田
の
認
定
や
、
そ
れ
に
と
も
な
う
弘
福
寺
の
収
取
に
関
す
る
決
定
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
図
中
に
記
載
さ
れ
た
、
寺
田
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
田
を
示
す
「﹇　

﹈

時
除
百
五
十
﹇　

﹈
未
給
」
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
点
毎
の
寺
田
認
定
は
、

国
家
が
班
田
作
業
に
お
い
て
所
在
確
認
を
含
め
た
詳
細
な
土
地
の
調
査
を
実
施
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
）
69
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
班
田
作
業
の
内
容
は
、
和
銅
六
年
に
お
け
る
国
家
の
土
地
把
握
の

状
況
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
家
が
一
町
の
方
格
網
に
も
と
づ
く

班
田
作
業
を
通
じ
て
寺
田
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
延
暦
一
三
年
（
七
九
四
）
に
お

け
る
山
田
郡
田
図
の
利
用
に
つ
い
て
も
一
定
の
理
解
が
得
ら
れ
る
。
史
料
四
に
示
し

た
延
暦
一
三
年
五
月
一
一
日
大
和
国
弘
福
寺
文
書
目
録
）
70
（

に
は
、
山
田
郡
田
図
が
「
讃

岐
国
田
白
図
一
巻
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

史
料
四　

合
検
収
公
文
拾
弐
巻　

又
拾
壱
枚

「
合
」

ヽ
水
陸
田
目
録
一
巻
〈
二
枚
〉　

和
銅
二
年

〈
踏
官
印
〉

﹇

（
山
背
国
久
世
郡
田
券
文
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

﹈　

□
（
巻
）　
〈
□ 

□（枚
）〉　

﹇（
天
平
）

　

﹈　

□（十
五
年
）

□
□

〈
□
□
□
〉

「
合
」

常
修
多
羅
衆
田
田
籍
一
巻
〈
二
枚
〉　　

宝
亀
四
年

〈
踏
僧
綱
印
〉
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ヽ
同
田
施
入
書
一
枚　
〈
天
平
六
年
〉

（
中
略
）

「
合
」

  
ヽ 
ヽ
讃
岐
国
田
白
図
一
巻
〈
副
郡
司
牒
二
枚
〉

「
合
」

  

ヽ 

ヽ
大
和
国
高
市
郡
田
白
図
一
巻
〈
延
暦
六
年
班
田
司
案
〉

「
合
」

「
合
」　　
　
　
　
　
　
　

  

ヽ
〈
一
枚
和
銅
五
年
官
定
〉

  

ヽ 

ヽ
同
郡
寺
廻
田
畠
白
図
二
枚  

ヽ  「
合
」

ヽ
〈
一
枚
延
暦
十
年
郡
案
写
〉

「
合
」

  

ヽ 

ヽ
同
国
山
辺
郡
田
白
図
一
枚

「
合
」

  

ヽ 

ヽ
美
濃
国
田
白
図
二
枚

  

ヽ 

ヽ
山
背
国
田
畠
白
図
一
枚

「
合
」

  

ヽ 

ヽ
河
内
国
田
白
図
一
枚

「
合
」

  

ヽ 

ヽ
同
国
野
地
白
図
一
枚

　
　

ヽ
別
三
論
供
田
券
文
等
一
巻
〈
五
枚
〉

　
　

ヽ
二
枚
白
紙
ヽ
三
枚
〈
踏
国
印
〉

  

ヽ 

「ヽ
寺
縁
起
財
帳
一
巻
〈
天
平
十
九
年
〉」

延
暦
十
三
年
五
月
十
一
日
小
都
維
那
入
位
僧
「
隆
信
」

（
署
名
略
）

検
収
僧
綱
使

威
儀
師
「
常
耀
」　　

従
儀
師
「
璟
仙
」

従
儀
師

　

同
目
録
は
、
僧
綱
の
寺
領
調
査
に
際
し
て
、
弘
福
寺
僧
が
寺
内
に
保
管
さ
れ
て
い

る
文
書
や
図
を
記
載
し
僧
綱
へ
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
71
（

。
こ
こ

で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
山
田
郡
田
図
を
含
む
「
白
図
」
以
外
の
い
ず

れ
も
が
官
印
や
僧
綱
印
の
捺
さ
れ
た
文
書
群
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

私
的
な
図
で
あ
る
山
田
郡
田
図
の
目
録
へ
の
記
載
は
、
図
記
載
の
寺
田
の
面
積
や

所
在
が
、
班
田
作
業
を
通
じ
て
国
家
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
た
事
実
を
示
す
目
的

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
図
に
は
田
以
外
の
地
目
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
た
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
目
録
に
お
い
て
山
田
郡
田
図
を
あ
え
て
「
田
白
図
」
と
し
た
の
も

そ
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
）
72
（

。
弘
福
寺
は
、寺
領
の
成
立
根
拠
を
示
す
公
的
文
書
と
、

私
的
な
図
で
あ
る
も
の
の
国
家
に
よ
る
把
握
事
実
を
示
す
一
町
の
方
格
網
を
記
載
し

た
「
白
図
」
な
ど
を
も
と
に
、
僧
綱
に
よ
る
寺
領
調
査
に
臨
ん
だ
と
推
定
で
き
る
）
73
（

。

　

以
上
、
天
平
七
年
の
山
田
郡
田
図
を
も
と
に
、
班
田
作
業
時
に
行
わ
れ
た
寺
田
の

所
在
確
認
を
含
む
国
家
の
土
地
把
握
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
土
地
把
握
は
、
和
銅

二
年
に
お
け
る
田
の
面
積
の
み
の
把
握
と
は
明
ら
か
に
質
的
な
変
化
で
あ
っ
た
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
国
家
の
土
地
把
握
の
変
化
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
班

田
図
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
一
二
月
五
日
伊
賀
国
司
解
に
は
「
天
平
元
年
図
」
の

存
在
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）
74
（

。「
天
平
元
年
図
」
は
天
平
神
護
三
年
二
月
一
一
日
民
部

省
牒
案
に
も
、「
天
平
元
年
十
一
年
合
二
歳
図
」
と
し
て
、
天
平
一
一
年
図
と
と
も

に
記
載
さ
れ
て
い
る
）
75
（

。

　

天
平
元
年
図
に
つ
い
て
は
、
班
田
図
を
天
平
一
四
年
以
降
に
整
備
さ
れ
た
と
す
る

岸
俊
男
が
、
天
平
二
〇
年
や
天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
三
）
の
国
司
に
無
視
さ
れ
て
い

こ
と
を
重
視
し
、
班
田
図
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
）
76
（

。
し

か
し
、
天
平
元
年
図
は
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
や
天
平
宝
字
五
年
に
は
国
司
に

よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
か
な
ら
ず
し
も
国
司
に
無
視
さ
れ
た
存
在
で
は
な
か
っ

た
こ
と
を
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

天
平
元
年
に
は
班
田
に
あ
た
り
口
分
田
な
ど
の
全
面
的
収
公
と
再
班
給
が
企
画
さ
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れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
）
77
（

。
天
平
元
年
図
は
、
そ
の
際
に
作
成
さ
れ
た
班
田
図
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
班
田
図
の
存
在
は
、
天
平
一
〇
年
前
後
に
成
立
し
た
公
式
令
文
案
条
古
記

に
も
確
認
で
き
る
。
そ
こ
に
は
「
田
、
謂
田
図
也
」
と
あ
り
、
官
に
保
管
す
る
対
象

と
し
て「
田
図
」の
存
在
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）
78
（

。「
田
図
」と
の
み
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、

官
に
保
管
さ
れ
る
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
図
は
、
班
田
図

を
示
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
公
式
令
文
案
条
古
記
の
記
述
は
、
班
田
図
が

こ
の
時
期
ま
で
に
土
地
台
帳
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
史
料
か
ら
は
天
平
期
に
お
け
る
班
田
図
の
存
在
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
国
家
は
、
こ
の
よ
う
な
班
田
図
を
も
と
に
、
寺
院
の
土
地
領
有
に
対

し
て
把
握
を
行
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

国
家
は
、
天
平
一
四
年
以
降
に
な
る
と
、
寺
院
の
土
地
領
有
に
関
し
て
徹
底
的
な

所
在
の
把
握
を
実
施
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
寺
田
に
関
し
て
は
班
田
図
と
条

里
呼
称
を
用
い
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
所
在
確
認
を
徹
底
し
て
い
っ
た
）
79
（

。
班
田
図
と
条

里
呼
称
成
立
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
す
で
に
岸
俊
男
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
指
摘

が
あ
る
）
80
（

。
天
平
一
五
年
四
月
二
一
日
山
背
国
久
世
郡
弘
福
寺
田
数
帳
）
81
（

な
ど
の
寺
田
籍

は
、
国
家
が
条
里
呼
称
を
用
い
て
寺
田
の
所
在
や
面
積
を
示
し
た
文
書
で
あ
っ
た
。

前
述
の
天
平
宝
字
年
間
に
お
け
る
国
家
に
よ
る
一
連
の
寺
田
校
出
も
、
条
里
呼
称
を

用
い
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
）
82
（

。

　

ま
た
国
家
は
、
田
以
外
の
地
目
を
含
ん
だ
寺
領
に
つ
い
て
も
班
田
図
を
も
と
に
把

握
を
行
っ
て
い
っ
た
）
83
（

。
こ
の
こ
と
は
天
平
一
九
年
の
寺
院
縁
起
資
財
帳
の
存
在
か
ら

確
認
で
き
る
。

　

寺
院
縁
起
資
財
帳
は
、
天
平
一
九
年
の
年
紀
を
も
つ
大
安
寺
・
法
隆
寺
・
元
興
寺

の
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。
弘
福
寺
の
寺
院
縁
起
資
財
帳
に
つ
い
て
は
現
存
し
て
い

な
い
が
、
延
暦
一
三
年
の
大
和
国
弘
福
寺
文
書
目
録
に
は
「
讃
岐
国
白
図
一
巻
」
の

ほ
か
に
別
筆
で
「
寺
縁
起
財
帳
一
巻
〈
天
平
十
九
年
〉」
と
あ
り
、
天
平
一
九
年
に

作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

寺
院
縁
起
資
財
帳
に
は
、
寺
の
縁
起
に
く
わ
え
て
財
物
や
成
立
が
古
い
寺
領
の
記

載
を
確
認
で
き
る
。
寺
領
の
な
か
に
は
、「
田
」
だ
け
で
は
な
く
、「
山
」「
濱
」
な

ど
様
々
な
地
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）
84
（

。な
か
で
も「
地
」の
存
在
は
注
目
さ
れ
る
。「
地
」

は
町
な
ど
を
含
ん
だ
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
大
安
寺
縁
起
資
財

帳
）
85
（

に
み
え
る
「
合
墾
田
地
玖
佰
参
拾
貳
町
」「
合
請
墾
田
地
玖
佰
玖
拾
肆
町
」
な
ど

の
「
墾
田
地
」
は
、
未
開
発
地
を
含
む
寺
領
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
）
86
（

。

　

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、「
地
」
の
所
在
を
示
し
た
四
至
表
記
の
な
か
に
、
班

田
図
と
の
関
係
を
う
か
が
え
る
表
記
が
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
大
安
寺
縁
起
資
財
帳

の
「
四
至　

東
濱　

南
加
和
良
社
并
百
姓
田　

西
同
田　

北
濱
道
之
限
」「
四
至　

東
公
田　

南
岡
山　

西
百
姓
宅　

北
三
重
河
之
限
」
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。「
百

姓
田
」
や
「
公
田
」
を
は
じ
め
と
し
た
表
記
は
、
班
田
図
の
存
在
を
前
提
と
し
た
記

載
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
87
（

。
こ
う
し
た
四
至
に
よ
る
寺
領
記
載
は
、
す
べ
て
の
寺

院
縁
起
資
財
帳
に
は
確
認
で
き
な
い
が
、
寺
院
縁
起
資
財
帳
作
成
の
背
景
に
班
田
図

の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。

　

寺
院
縁
起
資
財
帳
は
、
大
安
寺
縁
起
資
財
帳
な
ど
の
末
尾
に
み
え
る
記
載
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
勅
を
奉
じ
た
左
大
臣
宣
を
受
け
た
僧
綱
が
、
寺
院
へ
作
成
・
提

出
を
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
僧
綱
は
、
前
掲
し
た
延
暦
一
三
年
（
七
九
四
）
五
月

一
一
日
大
和
国
弘
福
寺
文
書
目
録
の
提
出
先
で
も
あ
り
、
寺
領
の
調
査
を
行
う
機
関

で
あ
っ
た
）
88
（

。

　

国
家
は
、
田
以
外
の
地
目
を
含
ん
だ
寺
領
に
関
し
て
把
握
を
す
る
た
め
に
、
班
田

図
に
も
と
づ
い
た
寺
領
記
載
が
あ
る
寺
院
縁
起
資
財
帳
を
僧
綱
へ
提
出
さ
せ
た
と
考

え
ら
れ
る
）
89
（

。
天
平
一
九
年
の
寺
院
縁
起
資
財
帳
の
整
備
は
、
田
記
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
寺
田
の
み
の
把
握
と
は
異
な
り
、
国
家
が
田
以
外
の
地
目
な
ど
も
含
む
寺
領
全
体

の
把
握
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
を
中
心
に
、
八
世
紀
に
お
け
る
寺
院
に
よ

る
土
地
領
有
の
実
態
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
国
家
の
土
地
把
握
の
展
開
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
た
。

　

八
世
紀
初
頭
の
国
家
は
、
成
立
起
源
の
古
い
寺
領
に
対
し
て
、
田
記
を
作
成
し
、

寺
田
の
把
握
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
田
数
の
把
握
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
班
田
作
業
時
に
お
け
る
一
町
の
方
格
網
に
よ
る
調
査
や

班
田
図
を
も
と
に
、
田
の
所
在
確
認
を
含
め
た
把
握
を
実
施
し
て
い
っ
た
。
天
平
七

年
の
山
田
郡
田
図
に
は
、
そ
う
し
た
国
家
の
土
地
把
握
が
変
化
し
た
実
態
が
記
載
さ

れ
て
い
た
。

　

八
世
紀
中
頃
に
入
り
、国
家
に
よ
る
寺
領
の
土
地
把
握
は
、さ
ら
に
展
開
し
て
い
っ

た
。
寺
院
縁
起
資
財
帳
の
整
備
を
通
じ
て
国
家
は
、
そ
れ
ま
で
の
田
の
み
の
把
握
か

ら
、
班
田
図
を
も
と
に
し
た
田
だ
け
で
は
な
く
田
以
外
の
地
目
を
含
む
地
、
す
な
わ

ち
寺
領
全
体
の
把
握
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
土
地
把
握
の
段
階
を
経
て
、
国
家
は
不
輸
租
で
あ
る

寺
田
を
中
心
と
し
た
寺
院
の
土
地
領
有
の
画
定
作
業
を
行
っ
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。
天
平
勝
宝
元
年
に
な
さ
れ
る
寺
院
の
墾
田
地
領
有
許
可
は
、
そ
う
し
た
画
定
作

業
を
ふ
ま
え
て
、
輸
租
田
で
あ
る
墾
田
を
含
む
寺
院
の
土
地
領
有
を
許
可
し
た
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
八
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
に
か
け
て
国
家
が
、
寺
院
の
土
地
領

有
に
対
し
て
、
一
町
の
方
格
網
お
よ
び
班
田
図
に
も
と
づ
き
、
田
の
み
の
把
握
か
ら

田
だ
け
で
は
な
く
地
の
把
握
を
行
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
国
家

の
土
地
把
握
の
展
開
は
、
寺
院
の
土
地
領
有
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
八

世
紀
の
国
家
は
、
段
階
的
に
土
地
を
把
握
し
、
土
地
支
配
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
国
家
に
よ
る
「
畠
」
な
ど
の
地
目

の
把
握
や
、
八
世
紀
後
半
以
降
に
国
家
が
実
施
す
る
山
野
河
海
に
対
す
る
一
連
の
政

策
な
ど
の
問
題
も
含
め
て
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

〔
付
記
〕

　

資
料
調
査
お
よ
び
現
地
調
査
に
際
し
て
は
、
出
石
一
雄
、
片
岡
一
夫
、
木
下
晴
一
、

土
井
孝
、
宮
井
三
千
夫
、
森
岡
一
雄
、
山
本
英
之
、
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

香
川
県
立
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
、
香
川
県
立
図
書
館
、
高
松
市
川
添
出
張
所
、

高
松
市
役
所
、
高
松
市
歴
史
民
俗
資
料
館
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）
を
は
じ
め
個
人
・

機
関
な
ど
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

な
お
本
稿
は
、
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
度
瀬
戸
内
海
文
化
研
究
・
活
動
支
援

助
成
（
財
団
法
人
福
武
学
術
文
化
振
興
財
団
）
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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註（
1
）　

竹
内
理
三
ａ
「
奈
良
朝
に
於
け
る
寺
田
に
就
い
て
」（『
竹
内
理
三
著
作
集
』
一
、角
川
書
店
、

一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
三
三
年
）。
ｂ
「
荘
園
不
輸
性
の
根
源
」（『
竹
内
理
三
著
作
集
』
七
、

角
川
書
店
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
五
二
年
）。

（
2
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
二
、六
二
四

－

六
六
二
頁
。

（
3
）　

水
野
柳
太
郎
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
資
財
帳
」（『
日
本
古
代
の
寺
院
と
史
料
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
、
初
出
一
九
五
五
年
・
一
九
五
七
年
ほ
か
）。

（
4
）　
『
続
日
本
紀
』
天
平
一
五
年
五
月
乙
丑
条
。
天
平
一
五
年
五
月
二
七
日
格
（『
類
聚
三
代
格
』

十
五
）
ほ
か
。

（
5
）　

石
上
英
一
「
日
本
古
代
に
お
け
る
所
有
の
問
題
」（『
律
令
国
家
と
社
会
構
造
』
名
著
刊
行
会
、

一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
八
八
年
）
ほ
か
。

（
6
）　

吉
田
孝
『
律
令
国
家
と
古
代
社
会
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
ほ
か
。

（
7
）　

石
上
英
一
は
、「
初
期
荘
園
」
も
含
め
て
古
代
日
本
に
お
け
る
荘
園
を
「
古
代
荘
園
」
と
す
る
。

石
上
英
一
「
古
代
荘
園
と
荘
園
図
」（
金
田
章
裕
・
石
上
英
一
・
鎌
田
元
一
・
栄
原
永
遠
男
編
『
日

本
古
代
荘
園
図
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
ほ
か
。

（
8
）　

鷺
森
浩
幸
ａ
『
日
本
古
代
の
王
家
・
寺
院
と
所
領
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
一
年
。
ｂ
「
八
世
紀

の
荘
園
と
国
家
の
土
地
支
配
」
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
一
八
、二
〇
〇
二
年
。
北
村
安
裕
「
古

代
の
大
土
地
経
営
と
国
家
」
日
本
史
研
究
五
六
七
、二
〇
〇
九
年
ほ
か
。

（
9
）　

中
井
一
夫「
地
域
研
究
」『
条
里
制
の
諸
問
題
』Ⅰ
、奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、一
九
八
一
年
。

広
瀬
和
雄
「
畿
内
の
条
里
地
割
」
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
一
〇
、一
九
八
九
年
、
山
川
均
「
条

里
制
と
村
落
」
歴
史
評
論
五
三
八
、一
九
九
五
年
ほ
か
。

（
10
）　

班
田
収
授
法
施
行
の
前
提
に
、
条
里
地
割
に
よ
る
国
家
的
開
発
を
想
定
す
る
説
が
あ
る
。
石

母
田
正
『
日
本
の
古
代
国
家
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
ほ
か
。
し
か
し
、
国
家
的
開
発
が
か

な
ら
ず
し
も
条
里
地
割
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
す
る
説
が
示
さ
れ
て
い
る
。
大
町
健
「
古
代
村

落
と
村
落
首
長
」（『
日
本
古
代
の
国
家
と
在
地
首
長
制
』校
倉
書
房
、一
九
八
六
年
）ほ
か
参
照
。

と
こ
ろ
で
、
井
上
和
人
は
平
城
京
を
挟
ん
で
展
開
す
る
条
里
地
割
の
里
区
画
が
連
続
す
る
と
し

て
、
奈
良
盆
地
の
条
里
地
割
施
工
を
平
城
京
造
営
以
前
の
七
世
紀
後
半
頃
前
後
で
あ
る
と
推
定

す
る
。
井
上
和
人
「
条
里
制
地
割
施
工
年
代
考
」（『
古
代
都
城
制
条
里
制
の
実
証
的
研
究
』
学

生
社
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
九
四
年
）
ほ
か
。
し
か
し
、
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
十
分
な

考
古
学
的
裏
付
け
が
な
く
、
七
世
紀
後
半
の
地
割
施
工
を
実
証
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
批
判

が
あ
る
。
金
田
章
裕
「
条
里
地
割
の
形
態
と
重
層
性
」（『
古
代
景
観
史
の
探
究
』、
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）
ほ
か
。
平
城
京
と
周
辺
条
里
地
割
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
発
掘
さ
れ
た
京
南
辺
条
里
の
問
題
や
後
述
す
る
一
町
の
方
格
網
と
の
関
係
を
含
め
て
再
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
京
南
辺
条
里
に
つ
い
て
は
山
川
均
・
佐
藤
亜
聖
「
下
三

橋
遺
跡
第
二
次
調
査
に
つ
い
て
」
都
城
制
研
究
三
（
奈
良
女
子
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
古
代

日
本
形
成
の
特
質
解
明
の
研
究
教
育
拠
点
）、
二
〇
〇
九
年
ほ
か
参
照
。

（
11
）　

三
河
雅
弘
「
班
田
図
と
古
代
荘
園
図
の
役
割
」
歴
史
地
理
学
五
二

－

一
、二
〇
一
〇
年
。
現

地
と
一
町
の
方
格
網
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
同
論
文
参
照
。

（
12
）　
「
地
」
の
語
は
、史
料
上
「
田
」
と
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。
三
河
雅
弘
「
古
代
荘
園
図
の
機
能
」

ヒ
ス
ト
リ
ア
二
〇
五
、二
〇
〇
七
年
。

（
13
）　

条
文
自
体
は
養
老
田
令
の
規
定
で
あ
る
が
、
大
宝
令
の
条
文
を
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
天

平
一
〇
年
頃
成
立
の
古
記
か
ら
、
大
宝
田
令
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
条
文
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。古
記
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、井
上
光
貞「
日
本
律
令
の
成
立
と
そ
の
注
釈
書
」

（
井
上
光
貞
・
関
晃
・
土
田
直
鎮
・
青
木
和
夫
校
注
『
律
令
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
参
照
。

（
14
）　

八
世
紀
中
頃
に
お
け
る
土
地
関
係
史
料
の
な
か
に
は
、
一
町
を
越
え
る
面
積
を
記
載
し
た
も

の
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
町
の
方
格
網
に
も
と
づ
く
土
地
調
査
の
際
に
、
現
実
の
土
地
割
な

ど
を
考
慮
し
た
た
め
に
生
じ
た
現
象
で
あ
る
可
能
性
な
ど
様
々
な
要
因
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の

点
は
調
査
の
性
格
を
含
め
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
15
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
七
、一

－

三
頁
。

（
16
）　

こ
の
ほ
か
田
記
の
存
在
は
観
世
音
寺
や
西
琳
寺
で
も
確
認
さ
れ
る
。
田
記
に
つ
い
て
は
以

下
の
研
究
が
あ
る
。
水
野
柳
太
郎
「
寺
院
縁
起
の
成
立
」（
註
（
3
）
水
野
柳
太
郎
前
掲
文
献

収
録
、
初
出
一
九
五
七
年
）。
松
田
和
晃
「
和
銅
二
年
の
「
水
陸
田
目
録
」
を
め
ぐ
っ
て
」
古

文
書
研
究
二
〇
、一
九
八
三
年
。
服
部
一
隆
「
日
本
古
代
の
「
水
田
」
と
陸
田
」
千
葉
史
学

三
二
、一
九
九
八
年
ほ
か
。

（
17
）　

弘
福
寺
領
は
、
弘
福
寺
創
建
時
か
ら
和
銅
二
年
ま
で
の
間
に
勅
施
入
さ
れ
て
成
立
し
た
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
石
上
英
一
「
山
田
郡
田
図
の
史
料
学
的
分
析
」（『
古
代
荘
園
史
料
の
基
礎
的

研
究
』
上
、
塙
書
房
、
一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
九
二
年
・
一
九
九
三
年
）。

（
18
）　

香
川
県
多
和
文
庫
所
蔵
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
』
五
上
、
東
京

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
所
収
。
現
存
図
は
、
少
な
く
と
も
近
世
期
ま
で
は
東
寺
に
所
蔵
さ

れ
、
そ
の
後
、
個
人
蔵
を
経
て
明
治
期
に
多
和
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

註
（
17
）
石
上
英
一
前
掲
論
文
。

（
19
）　

現
存
図
に
つ
い
て
は
、は
や
く
よ
り
写
し
で
あ
る
と
す
る
説
が
示
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、

石
上
英
一
が
あ
ら
た
め
て
言
及
し
て
い
る
。
石
上
は
、
現
存
図
の
記
載
内
容
に
は
信
憑
性
が
あ

る
と
し
た
上
で
、
延
暦
一
三
年
（
七
九
四
）
五
月
一
一
日
大
和
国
弘
福
寺
文
書
目
録
（
後
掲
史

料
四
）
に
お
い
て
山
田
郡
田
図
が
印
の
無
い
「
白
図
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
私
印

で
あ
る
「
弘
福
之
寺
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
現
存
図
を
原
本
に
忠
実
な
写
し
で
あ
る
と
推
定
す

る
。
ま
た
、
現
存
図
の
作
成
時
期
を
、「
弘
福
之
寺
」
印
の
作
成
時
期
推
定
な
ど
か
ら
、
一
一

世
紀
後
半
か
ら
一
二
世
紀
後
半
の
間
に
作
成
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
註
（
17
）
石
上
英
一
前
掲

論
文
。
こ
れ
に
対
し
て
吉
田
敏
弘
は
、
上
記
の
推
定
根
拠
が
「
弘
福
之
寺
」
印
の
有
無
を
中
心

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
作
成
時
期
を
直
接
明
示
す
る
史
料
が
確
認
で
き
な
い
と
し
、
詳
細
な
描
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写
を
施
し
た
現
存
図
が
後
世
の
写
し
と
す
る
こ
と
を
疑
問
と
し
て
い
る
。
吉
田
敏
弘「
条
里
図
」

（
小
山
靖
憲
・
下
坂
守
・
吉
田
敏
弘
編
『
中
世
荘
園
絵
図
大
成
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
七

年
）。
た
し
か
に
、「
白
図
」
は
中
野
栄
夫
が
指
摘
す
る
よ
う
に
印
が
無
い
図
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
中
野
栄
夫「「
白
紙
」つ
い
て
」（
井
上
光
貞
博
士
還
暦
記
念
会
編『
古
代
史
論
叢
』中
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）。
し
か
し
、
大
和
国
弘
福
寺
文
書
目
録
で
は
官
印
や
僧
綱
印
の

有
無
の
み
が
確
認
さ
れ
て
い
る
点
を
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
田
郡
田
図
は
官
印
や
僧

綱
印
が
捺
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
「
白
図
」
と
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
。
後
述
す
る
図
の
記
載
内
容
や
性
格
な
ど
を
ふ
ま
え
る
と
、
現
存
図
が
原
本
そ
の
も
の
で
あ

る
可
能
性
も
含
め
て
議
論
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

（
20
）　

虎
尾
俊
哉
「
班
田
収
授
法
の
実
施
状
況
」（『
班
田
収
授
法
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
一
年
）
ほ
か
。

（
21
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
七
、一

－

三
頁
。
包
紙
外
題
に
「
弘
福
寺
領
田
畠
流
記
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、翻
刻
は
註
（
17
）
石
上
英
一
前
掲
論
文
に
拠
っ
た
。

（
22
）　
「﹇　

﹈
夫
十
町
﹇　

﹈
在
」
に
つ
い
て
は
、後
述
す
る
福
尾
猛
市
郎
の
検
討
か
ら
、人
夫
（
百

姓
）
の
田
が
一
一
町
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
た
記
載
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
福
尾
猛
市

郎
「「
讃
岐
国
山
田
郡
弘
福
寺
領
田
図
」
考
」（『
日
本
史
選
集
』
福
尾
猛
市
郎
先
生
古
稀
記
念
会
、

一
九
七
九
年
、
初
出
一
九
五
七
年
）。

（
23
）　

註
（
17
）
石
上
英
一
前
掲
論
文
。

（
24
）　

高
重
進
「
讃
岐
国
山
田
郷
弘
福
寺
領
田
」（『
古
代
・
中
世
の
耕
地
と
村
落
』
大
明
堂
、

一
九
七
五
年
、
初
出
一
九
五
四
年
）。

（
25
）　

米
倉
二
郎
「
庄
園
図
の
歴
史
地
理
的
考
察
」
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
一
二
、一
九
五
七
年
。

（
26
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
五
、四
六
〇

－

四
六
一
頁
。

（
27
）　

註
（
22
）
福
尾
猛
市
郎
前
掲
論
文
。

（
28
）　

石
上
英
一
は
、米
倉
二
郎
が
山
田
郡
田
図
記
載
の
「
壟
」
の
位
置
に
比
定
し
た
東
光
寺
山
（
東

岡
寺
山
）
を
、
近
世
絵
図
・
明
治
期
作
成
地
籍
図
お
よ
び
聞
き
取
り
調
査
な
ど
に
も
と
づ
き
、

位
置
誤
認
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
「
壟
」
に
比
定
で
き
る
微
高
地
の
存
在
を
提
示
し

て
い
る
。
註
（
17
）
石
上
英
一
前
掲
論
文
。

（
29
）　

金
田
章
裕
「
讃
岐
国
に
お
け
る
条
里
プ
ラ
ン
の
展
開
」（『
古
代
日
本
の
景
観
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
三
年
、
初
出
一
九
八
八
年
）。
な
お
、
通
説
比
定
案
の
北
地
区
で
は
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
。
高
松
市
教
育
委
員
会
編
ａ
『
讃
岐
国
弘
福
寺
領
の
調
査
―
弘
福
寺
領
讃
岐

国
山
田
郡
田
図
調
査
報
告
書
―
』、
一
九
九
二
年
。
ｂ
『
讃
岐
国
弘
福
寺
領
の
調
査
Ⅱ
―
第
二

次
弘
福
寺
領
讃
岐
国
山
田
郡
田
図
調
査
報
告
書
―
』、
一
九
九
九
年
ほ
か
参
照
。
こ
の
ほ
か

讃
岐
国
全
体
の
条
里
復
原
お
よ
び
条
里
呼
称
に
関
す
る
研
究
は
、
長
町
博
「
讃
岐
平
野
の
条

里
制
そ
の
一
〜
そ
の
四
」
香
川
の
土
地
改
良
一
八
六
・
一
八
七
・
一
八
九
・
一
九
九
、一
九
七
五

年
・
一
九
七
六
年
。
伊
藤
寿
和
「
讃
岐
国
に
お
け
る
条
里
呼
称
法
の
整
備
過
程
」
歴
史
地
理
学

一
二
〇
、一
九
八
三
年
な
ど
が
あ
る
。

（
30
）　

木
下
晴
一
は
「
□
田
郡
□
郷
船
椅
□
」（
山
田
郡
林
郷
船
椅
里
）
の
記
載
を
南
地
区
の
み
に

関
わ
る
記
載
と
推
定
す
る
。
木
下
晴
一「
弘
福
寺
領
讃
岐
国
山
田
郡
田
図
の
比
定
地
に
つ
い
て
」

条
里
制
古
代
都
市
研
究
二
三
、二
〇
〇
七
年
。

（
31
）　

香
川
県
教
育
委
員
会
編
『
木
太
本
村
遺
跡
―
宮
川
河
川
改
修
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
報
告

書
―
』、
一
九
九
八
年
。

（
32
）　

註
（
22
）
福
尾
猛
市
郎
前
掲
論
文
。

（
33
）　

石
上
英
一
は
、
現
存
図
の
調
査
を
も
と
に
図
の
詳
細
な
記
載
内
容
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。

註
（
17
）
石
上
英
一
前
掲
論
文
。
図
の
記
載
内
容
に
関
し
て
は
、
石
上
の
調
査
成
果
に
多
く
を

拠
っ
て
い
る
。

（
34
）　

金
田
章
裕
ａ
「
弘
福
寺
領
讃
岐
国
山
田
郡
田
図
」（
註
（
29
）
金
田
章
裕
前
掲
文
献
収
録
、

初
出
一
九
九
二
年
）。
ｂ
同
「
弘
福
寺
領
讃
岐
国
山
田
郡
田
図
」（『
古
代
荘
園
図
と
景
観
』
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
九
六
年
）。
こ
の
ほ
か
、
近
年
で
は
、
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
編
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
』
釈
文
編
一
、東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
七
年
が
あ
る
。

（
35
）　

現
在
、
山
田
郡
田
図
は
軸
装
で
あ
る
。
こ
の
装
丁
は
明
治
以
降
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
註

（
17
）
石
上
英
一
前
掲
論
文
。

（
36
）　

欠
損
部
分
に
お
け
る
文
字
は
石
上
英
一
の
調
査
結
果
を
参
照
し
た
。
註
（
17
）
石
上
英
一
前

掲
論
文
。

（
37
）　

田
令
田
長
条
義
解
に
は
「
即
於
町
者
、
須
得
五
百
束
也
」
と
あ
る
。

（
38
）　
「
束
」
は
、
大
安
寺
縁
起
資
財
帳
な
ど
に
も
確
認
で
き
る
。
註
（
2
）
前
掲
史
料
。

（
39
）　

図
の
記
載
順
序
は
、
①
方
格
線
と
郡
界
線
、
②
地
目
の
境
界
、
③
彩
色
に
よ
る
描
写
、
④
文

字
記
載
、
⑤
「
弘
福
之
印
」
捺
印
の
順
で
あ
る
。
註
（
17
）
石
上
英
一
前
掲
論
文
。

（
40
）　

註
（
34
）
金
田
章
裕
前
掲
ａ
論
文
。
な
お
、図
中
に
お
け
る
「
壟
」
の
面
積
表
記
は
、「
束
代
」

で
は
な
く
「
代
」
で
記
載
さ
れ
る
。
石
上
英
一
は
、「
壟
」
に
お
い
て
「
代
」
の
表
記
が
用
い

ら
れ
た
の
は
、「
束
代
」
が
用
い
ら
れ
る
田
や
畠
と
異
な
り
耕
地
で
は
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る

と
指
摘
す
る
。
註
（
17
）
石
上
英
一
前
掲
論
文
。

（
41
）　

白
緑
は
古
代
日
本
に
お
い
て
修
正
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
杉
本
一
樹
『
正
倉
院
の
古
文
書
』

至
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
。

（
42
）　

鷺
森
浩
幸
は
こ
の
部
分
も
弘
福
寺
領
内
で
あ
っ
た
と
想
定
し
て
い
る
。
註
（
8
）
鷺
森
浩
幸

前
掲
ｂ
論
文
。

（
43
）　

こ
の
点
は
す
で
に
別
稿
で
ふ
れ
た
。
註
（
11
）
三
河
雅
弘
前
掲
論
文
。

（
44
）　

金
田
章
裕
は
、
土
地
利
用
表
現
の
な
か
に
方
格
毎
に
行
わ
れ
る
面
積
測
量
を
も
と
に
な
さ
れ

て
い
る
箇
所
が
確
認
で
き
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
註
（
34
）
金
田
章
裕
前
掲
ａ
論
文
。
こ
の
ほ

か
山
田
郡
田
図
の
方
格
線
に
つ
い
て
は
発
掘
事
例
と
の
関
係
か
ら
大
山
真
充
の
検
討
が
あ
る
。

大
山
真
充
「
弘
福
寺
領
讃
岐
国
山
田
郡
田
図
の
方
格
線
」（
佐
伯
有
清
先
生
古
記
記
念
会
編
『
日

本
古
代
の
社
会
と
政
治
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）。

（
45
）　

註
（
22
）
福
尾
猛
市
郎
前
掲
論
文
。
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（
46
）　

弘
福
寺
領
の
比
定
地
付
近
の
条
里
地
割
施
工
に
関
し
て
は
次
の
整
理
が
あ
る
。
大
山
真
充

「
考
古
学
と
弘
福
寺
領
讃
岐
国
山
田
郡
田
図
」
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
Ⅰ
、

一
九
九
三
年
。
香
川
県
教
育
委
員
会
ほ
か
編
『
空
港
跡
地
遺
跡
Ⅴ
』、
二
〇
〇
二
年
。
香
川
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
『
空
港
跡
地
遺
跡
Ⅸ
』、
二
〇
〇
七
年
ほ
か
。

（
47
）　

た
だ
し
、
賃
租
料
で
あ
る
直
米
の
算
出
は
、
面
積
へ
一
定
比
率
で
課
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

一
町
に
換
算
し
た
直
米
比
率
は
、
地
形
や
耕
作
条
件
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
弘
福
寺
に
よ

る
独
自
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
48
）　

石
上
英
一
は
、「
今
墾
」
の
下
の
残
画
を
「
四
」
で
あ
る
と
し
、「
四
」
以
降
に
は
一
字
か
ら

二
字
が
あ
り
、
つ
づ
け
て
「
束
代
」
の
文
字
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の

部
分
を
「
今
墾
四
十
束
代
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
「
四
十
」
は
通
常
「
卌
」
と
記
載
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
の
記
載
を
後
筆
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。
註
（
17
）
石
上
英

一
前
掲
論
文
。
ま
た
、
金
田
章
裕
は
「
今
墾
」
の
下
の
残
画
を
「
田
」
と
判
断
し
、「
今
墾
田

八
十
九
束
代
」
と
推
定
し
て
い
る
。
註
（
34
）
金
田
章
裕
前
掲
ｂ
論
文
ほ
か
。
し
か
し
、
写
真

図
版
を
み
る
か
ぎ
り
、
同
部
分
は
単
に
「
四
束
代
」
と
み
て
も
問
題
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

（
49
）　

石
上
英
一
に
よ
れ
ば
、
南
地
区
ａ
1
・
ｂ
1
に
も
同
様
の
彩
色
が
確
認
で
き
る
と
い
う
。
註

（
17
）
石
上
英
一
前
掲
論
文
。

（
50
）　

こ
の
部
分
に
つ
い
て
石
上
英
一
は
、
前
回
の
検
田
（
天
平
元
年
（
七
二
九
）
班
田
に
と
も
な

う
検
田
時
に
、
荒
廃
な
ど
に
よ
っ
て
田
か
ら
除
外
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
註
（
17
）
石
上

英
一
前
掲
論
文
。

（
51
）　

荘
所
に
つ
い
て
は
小
口
雅
史
「
荘
所
の
形
態
と
在
地
支
配
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
佐
藤
信
・

五
味
文
彦
編
『
土
地
と
在
地
の
世
界
を
め
ぐ
る
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
ほ
か
参
照
。

（
52
）　

石
上
英
一
は「
畠
成
田
」を「
畠
に
成
っ
た
田
」と
解
し
、畠
が
陸
田
あ
る
い
は
水
田
化
し
た「
今

畠
墾
田
」
と
区
別
し
て
い
る
。
註
（
17
）
石
上
英
一
前
掲
論
文
。
同
様
な
指
摘
は
金
田
章
裕
も

し
て
い
る
。
註
（
34
）
金
田
章
裕
前
掲
ａ
論
文
。
ま
た
鷺
森
浩
幸
は
、
両
者
を
田
か
ら
畠
へ
転

作
し
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
鷺
森
浩
幸
「
園
の
立
地
と
そ
の
性
格
」（
註
（
8
）
鷺
森
浩

幸
前
掲
ａ
文
献
収
録
）。
し
か
し
、「
畠
成
田
」「
今
畠
墾
田
」
は
、「
見
畠
」
と
は
別
に
「
田
墾
得
」

と
い
う
項
目
に
計
上
さ
れ
、
畠
よ
り
も
高
額
な
直
米
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。「
見
畠
」
な
ど
の

畠
と
は
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
た
土
地
利
用
で
あ
っ
た
。
図
中
に
お
け
る「
畠
成
田
」「
今
畠
墾
田
」

の
位
置
は
、
畠
が
水
田
化
し
た
も
の
と
考
え
て
も
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。
な
お
、
福
尾
猛
市

郎
も
畠
か
ら
田
へ
の
変
更
と
推
定
し
て
い
る
。
註
（
22
）
福
尾
猛
市
郎
前
掲
論
文
。

（
53
）　

高
橋
学
「
高
松
平
野
の
環
境
復
原
」（
註
（
29
）
高
松
教
育
委
員
会
編
前
掲
文
献
ａ
収
録
）。

註
（
30
）
木
下
晴
一
前
掲
論
文
参
照
。

（
54
）　

た
だ
し
、「
壟
」
は
、
田
や
畠
以
外
の
土
地
利
用
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。

（
55
）　

註
（
17
）
石
上
英
一
前
掲
論
文
。
こ
の
点
に
つ
い
て
金
田
章
裕
は
、
高
額
の
直
米
率
で
あ
る

田
が
小
面
積
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
の
現
象
を
微
地
形
と
の
関
係
か
ら
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
。
一
町
の
全
域
や
大
半
に
及
ぶ
田
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
微
細
微
地
形
に
規
制
さ
れ

た
多
様
な
条
件
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
が
高
い
た
め
に
、
一
町
平
均
の
直
米
が
ほ
ぼ
五
石
程
度

に
な
っ
て
い
た
と
す
る
。
一
方
、
小
面
積
の
場
合
に
は
、
基
本
微
地
形
レ
ベ
ル
の
条
件
に
対
応

す
る
こ
と
に
く
わ
え
て
、
微
細
微
地
形
レ
ベ
ル
の
条
件
に
お
い
て
も
恵
ま
れ
た
地
点
で
あ
っ
た

た
め
に
高
額
に
な
っ
た
と
す
る
。
註
（
34
）
金
田
章
裕
前
掲
ａ
論
文
。

（
56
）　
『
図
録
東
寺
百
合
文
書
』
京
都
府
立
総
合
資
料
館
、
一
九
七
〇
年
所
収
。
端
裏
書
に
は
「
讃

岐
国
牒
一
巻
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、翻
刻
は
註（
17
）石
上
英
一
前
掲
論
文
に
拠
っ
た
。

（
57
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
五
、四
六
〇

－

四
六
一
頁
。
紙
面
に
は
「
山
田
郡
印
」
が
二
二
個
捺

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
翻
刻
は
註
（
17
）
石
上
英
一
前
掲
論
文
に
拠
っ
た
。

（
58
）　
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
年
正
月
癸
未
条
。
天
平
宝
字
四
年
一
月
二
一
日
に
は
、
七
道
の

巡
察
使
が
任
命
さ
れ
て
お
り
、
職
務
内
容
が
「
観
察
民
俗
、
便
即
校
田
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

（
59
）　

註
（
22
）
福
尾
猛
市
郎
前
掲
論
文
。

（
60
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
東
南
院
文
書
二
、一
八
六

－

二
四
四
頁
。

（
61
）　
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
元
年
四
月
甲
午
条
。

（
62
）　

註
（
10
）
三
河
雅
弘
前
掲
論
文
。
現
存
す
る
天
平
宝
字
三
年
一
二
月
三
日
越
前
国
足
羽
郡
糞

置
村
開
田
地
図
は
、そ
の
際
に
作
成
さ
れ
た
図
の
一
枚
で
あ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編『
日

本
荘
園
絵
図
聚
影
』
一
下
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
所
収
。

（
63
）　

中
林
隆
之
「
律
令
制
的
土
地
支
配
と
寺
家
」
日
本
史
研
究
三
七
四
、一
九
九
三
年
ほ
か
。
未

開
発
地
の
占
定
お
よ
び
新
規
開
発
田
の
認
定
手
続
き
は
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
に
お
い
て
は
じ

め
て
確
認
さ
れ
る
。
和
銅
四
年
の
詔
で
は
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
王
臣
家
な
ど
を
対

象
と
す
る
新
規
開
発
に
と
も
な
う
未
開
発
地
の
占
定
手
続
き
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。『
続
日
本

紀
』
和
銅
四
年
一
二
月
丙
午
条
。
そ
の
後
、
養
老
七
年
（
七
二
三
）
に
お
け
る
墾
田
（
新
規
開

発
田
）
領
有
の
期
限
な
ど
を
規
定
し
た
三
世
一
身
法
（『
続
日
本
紀
』
養
老
七
年
四
月
辛
亥
条
）

や
、
天
平
一
五
年
（
七
四
三
）
に
は
占
定
や
墾
田
面
積
の
面
積
な
ど
を
規
定
し
た
墾
田
永
年
私

財
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
王
臣
家
や
百
姓
な
ど
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
64
）　
「
今
墾
」
の
田
租
に
つ
い
て
は
石
上
英
一
や
鷺
森
浩
幸
が
指
摘
し
て
い
る
。
註
（
17
）
石
上

英
一
前
掲
論
文
。
鷺
森
浩
幸
「
八
世
紀
に
お
け
る
寺
院
の
所
領
と
そ
の
認
定
」（
註
（
8
）
鷺

森
浩
幸
前
掲
ａ
文
献
収
録
、
初
出
一
九
九
五
年
）。
山
田
郡
田
図
に
は
和
銅
二
年
弘
福
寺
田
記

記
載
の
「
貳
拾
町
」
よ
り
も
一
〇
束
増
加
し
た
寺
田
「
二
十
町
十
束
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
増
加
は
、
あ
る
い
は
和
銅
二
年
以
降
の
新
規
開
発
田
が
寺
田
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
か
も
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（
65
）　

寺
田
に
つ
い
て
は
、
伊
佐
治
康
成
「
寺
田
と
律
令
法
を
め
ぐ
る
二
つ
の
問
題
」
人
文
科
学
論

集
（
学
習
院
大
学
）
四
、一
九
九
五
年
ほ
か
参
照
。

（
66
）　

弘
福
寺
田
記
の
な
か
に
は
村
名
ま
で
記
載
さ
れ
た
も
の
も
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
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い
ず
れ
も
、都
が
存
在
し
た
大
倭
国
（
大
和
国
）
に
限
ら
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、

田
記
に
は
「
陸
田
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
陸
田
」
は
畠
で
あ
る
が
「
田
」
と
同
じ
扱
い
を

受
け
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
山
田
郡
田
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
畠
と
は
性
格
が
異
な
る
。

（
67
）　
『
続
日
本
記
』
和
銅
六
年
二
月
己
酉
条
。
な
お
、
弘
福
寺
関
連
文
書
を
列
記
し
た
延
暦
一
三

年
（
七
九
四
）
五
月
一
一
日
大
和
国
弘
福
寺
文
書
目
録
（
後
掲
史
料
四
）
に
和
銅
六
年
の
田
記

は
確
認
で
き
な
い
。

（
68
）　
『
続
日
本
記
』
和
銅
六
年
一
〇
月
戊
戌
条
。

（
69
）　
「
畠
成
田
」
や
「
今
畠
墾
田
」
は
、田
と
し
て
新
規
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
山
田
郡
田
図
が
作
成
さ
れ
た
段
階
に
お
い
て
、
寺
田
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
一
方
で
、「
今
墾
」
は
、
同
じ
く
新
規
開
発
田
で
あ
る
も
の
の
、
将
来
的
（
天
平
九
年
以

降
）
に
田
租
が
弘
福
寺
へ
収
納
さ
れ
る
こ
と
が
国
家
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
違
い
は
、
開
発
以
前
の
土
地
利
用
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。「
畠
成
田
」

や
「
今
畠
墾
田
」
は
畠
か
ら
の
転
作
で
あ
り
、「
今
墾
」
は
未
開
発
地
を
開
発
し
た
田
で
あ
っ
た
。

国
家
は
開
発
以
前
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
も
把
握
し
て
い
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

（
70
）　
『
平
安
遺
文
』
一
。
端
裏
書
に
は
「
弘
福
寺
領
田
畠
流
記
」
と
あ
り
、本
文
に
は
「
弘
福
寺
印
」

四
三
個
捺
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、翻
刻
は
註
（
17
）
石
上
英
一
前
掲
論
文
に
拠
っ
た
。

（
71
）　

川
尻
秋
生
「『
多
度
神
宮
寺
資
財
帳
』
の
作
成
目
的
」（『
日
本
古
代
の
格
と
資
財
帳
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
、
初
出
一
九
九
八
年
）。

（
72
）　

大
和
国
弘
福
寺
文
書
目
録
に
は「
田
畠
白
図
」が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
田
畠
白
図
」の
記
載
は
、

和
銅
二
年
の
弘
福
寺
田
記
に
お
い
て
「
陸
田
」
が
確
認
で
き
る
場
所
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か

に
、
河
内
国
の
「
野
地
白
図
一
枚
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
国
家
に
よ
る
把
握
さ
れ
た
野
地
を

記
載
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
目
録
に
お
け
る
記
載
形
式
を
考
慮
す
る
と
、「
野

地
白
図
」
は
山
田
郡
田
図
と
同
様
に
弘
福
寺
が
作
成
し
た
検
注
図
で
あ
っ
た
可
能
性
が
想
定
さ

れ
る
。
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

（
73
）　

弘
福
寺
が
国
家
の
影
響
下
の
も
と
に
寺
田
の
経
営
を
行
っ
て
い
た
背
景
に
は
、
官
大
寺
で
あ

る
弘
福
寺
の
性
格
に
く
わ
え
て
、
弘
福
寺
に
よ
る
寺
田
か
ら
の
収
取
確
保
も
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
寺
田
経
営
は
、
図
記
載
の
「
直
米
」
の
存
在
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
直
接
経
営
の
佃

で
は
な
く
、賃
租
に
よ
る
経
営
で
あ
っ
た
。
寺
田
か
ら
得
ら
れ
る
収
取
は
「
田
租
」
と
「
直
米
」

で
あ
っ
た
。
寺
田
以
外
の
耕
作
地
の
収
取
は
「
直
米
」
の
み
で
あ
っ
た
。
畠
に
は
「
直
米
」
の

み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
寺
田
と
し
て
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
「
今
畠
墾
田
」「
畠
成
田
」

の
収
取
は
、
水
田
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
畠
と
同
様
に
「
直
米
」
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
。

弘
福
寺
は
、国
家
に
よ
る
班
田
作
業
を
通
じ
て
、安
定
的
な
田
租
収
取
を
確
保
す
る
経
営
を
行
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
は
、
山
田
郡
田
図
の
性
格
を
考
え
て
い
く
上
で
も
重
要
な
問

題
で
あ
る
。

（
74
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
東
南
院
文
書
二
、九
三

－

一
〇
一
頁
。

（
75
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
東
南
院
文
書
二
、三
五
七

－

三
六
〇
頁
。
天
平
一
一
年
図
の
年
紀
で
あ
る

天
平
一
一
年
は
班
田
年
で
は
な
い
が
、「
十
一
」
は
あ
る
い
は
班
田
年
で
あ
る
天
平
七
年
の
「
七
」

の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
山
本
行
彦
「
国
家
的
土
地
支
配
の
特
質
と
展
開
」
歴

史
学
研
究
五
七
三
、一
九
八
七
年
。

（
76
）　

岸
俊
男
「
班
田
図
と
条
里
制
」（『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
三
年
、
初
出

一
九
五
九
年
）。
岸
は
、
天
平
一
四
年
以
降
の
班
田
図
の
形
態
と
同
年
に
成
立
す
る
条
里
呼
称

の
型
式
が
対
応
す
る
こ
と
や
、
天
平
一
四
年
班
田
図
が
の
ち
に
永
久
保
存
と
な
る
四
証
図
の

筆
頭
図
と
な
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
四
証
図
お
よ
び
籍
に
つ
い
て
は
弘
仁
一
一
年
（
八
二
〇
）

一
二
月
二
六
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』
一
五
）
参
照
。

（
77
）　
『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年
三
月
癸
丑
条
。
こ
の
よ
う
な
班
田
の
実
施
は
口
分
田
が
散
在
し
て

い
た
当
時
の
状
況
や
、
王
臣
家
な
ど
に
よ
る
良
田
集
積
に
と
も
な
う
口
分
田
の
耕
作
阻
害
な
ど

の
問
題
が
関
係
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
註（
20
）虎
尾
俊
哉
前
掲
論
文
。
宮
本
救「
律

令
制
的
土
地
制
度
」『
律
令
田
制
と
班
田
図
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
八
年
、初
出
一
九
七
三
年
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
作
業
の
前
提
に
は
班
田
図
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
班
田
図
の
存
在
を

想
定
さ
せ
る
。

（
78
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
奥
野
中
彦
な
ど
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
奥
野
中
彦
「
古

代
図
籍
制
度
論
」（『
荘
園
史
と
荘
園
絵
図
』、東
京
堂
出
版
、二
〇
一
〇
年
、初
出
一
九
八
九
年
）

ほ
か
。
公
式
令
文
案
条
に
つ
い
て
は
鐘
江
宏
之
「
公
式
令
に
お
け
る
「
案
」
の
保
管
に
つ
い
て
」

（
池
田
温
編
『
日
中
律
令
制
の
諸
相
』、
東
方
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
79
）　

条
里
呼
称
の
成
立
に
つ
い
て
金
田
章
裕
は
、
養
老
七
年
の
三
世
一
身
法
お
よ
び
天
平
一
五
年

の
墾
田
永
年
私
財
法
施
行
以
降
に
増
加
し
た
墾
田
と
の
関
係
を
想
定
し
て
い
る
。金
田
章
裕「
条

里
プ
ラ
ン
の
完
成
・
定
着
・
崩
壊
プ
ロ
セ
ス
」（『
条
里
と
村
落
の
歴
史
地
理
学
研
究
』
大
明
堂
、

一
九
八
五
年
、
初
出
一
九
八
〇
年
お
よ
び
一
九
八
二
年
）
ほ
か
。

（
80
）　

註
（
76
）
岸
俊
男
前
掲
論
文
ほ
か
。
近
年
で
は
吉
田
敏
弘
や
伊
藤
寿
和
の
研
究
が
あ
る
。
吉

田
敏
弘「
田
図
と
条
里
呼
称
法
」国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
三
六
、二
〇
〇
五
年
。伊
藤
寿
和「「
条

坊
呼
称
法
」
と
「
条
里
呼
称
法
」
の
導
入
・
整
備
過
程
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
日
本
女
子
大

学
紀
要
六
〇
、二
〇
一
一
年
。

（
81
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
二
、三
三
五

－

三
三
七
頁
。
山
背
国
久
世
郡
弘
福
寺
田
数
帳
は
延
暦

一
三
年
の
大
和
国
弘
福
寺
文
書
目
録
に
も
記
載
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
、
な
お
、
同

史
料
に
つ
い
て
は
鎌
田
元
一
に
よ
る
検
討
が
あ
る
。
鎌
田
元
一「
律
令
制
的
土
地
制
度
と
田
籍
・

田
図
」（『
律
令
公
民
制
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
一
九
九
六
年
）。

（
82
）　

天
平
宝
字
年
間
の
寺
田
校
出
は
、
前
述
の
讃
岐
国
や
越
前
国
の
ほ
か
に
越
中
国
・
伊
賀
国
な

ど
で
も
確
認
で
き
る
。
註
（
75
）。
校
田
に
つ
い
て
は
、近
年
、田
中
禎
昭
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。

田
中
禎
昭「「
諸
国
校
田
」の
展
開
過
程
」（
野
田
嶺
志
編『
地
域
の
な
か
の
古
代
史
』、岩
田
書
院
、

二
〇
〇
八
年
）。
こ
の
時
期
に
お
け
る
国
家
に
よ
る
条
里
呼
称
を
用
い
た
田
の
集
中
的
な
把
握

は
一
連
の
動
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
こ
の
点
は
、
条
里
呼
称
の
機
能
や
、
条
里
呼
称
と
班
田

図
整
備
と
の
関
係
な
ど
を
含
め
て
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
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（
83
）　

天
平
一
五
年
の
山
背
国
久
世
郡
弘
福
寺
田
数
帳
に
は
、
条
里
呼
称
と
と
も
に
記
載
さ
れ
る
四

至
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
四
至
に
つ
い
て
は
、
同
寺
領
全
貌
の
問
題
を
含
め
て
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
84
）　

鷺
森
浩
幸
「
法
隆
寺
の
寺
領
」（
註
（
8
）
鷺
森
浩
幸
前
掲
ａ
文
献
収
録
）。

（
85
）　

註
（
2
）。
同
史
料
に
つ
い
て
は
註
（
3
）
水
野
柳
太
郎
前
掲
論
文
ほ
か
参
照
。

（
86
）　

大
安
寺
縁
起
資
財
帳
の
「
合
墾
田
地
玖
佰
参
拾
貳
町
」
の
各
寺
領
内
訳
を
み
る
と
、
そ
こ
に

は
「
開
田
」
に
く
わ
え
て
「
未
開
田
」
の
記
載
が
あ
る
。

（
87
）　

班
田
図
に
は
道
や
水
路
な
ど
の
記
載
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
班
田
図
自
体
は
現
存
し
て

い
な
い
が
、
八
世
紀
中
頃
か
ら
九
世
紀
初
頭
の
班
田
図
を
原
図
と
し
た
一
三
世
紀
後
半
頃
作
成

の
大
和
国
添
下
郡
京
北
班
田
図
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
』
三
、
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
所
収
）
な
ど
が
あ
る
。
班
田
図
の
記
載
内
容
や
形
態
に
つ
い
て

は
岸
俊
男
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。
註
（
76
）
岸
俊
男
前
掲
論
文
ほ
か
参
照
。
な
お
、
山
や
海
な

ど
班
田
の
対
象
外
の
場
所
に
関
し
て
は
、
四
至
と
班
田
図
と
の
関
係
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ら

に
つ
い
て
は
別
途
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
88
）　

僧
綱
が
関
わ
っ
た
寺
領
の
調
査
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
八
世
紀
中
頃
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
僧
綱
と
寺
領
調
査
に
つ
い
て
は
、
小
口
雅
史
「
律
令
制
下
寺
院
経
済

の
管
理
統
制
機
構
」『
日
本
古
代
土
地
経
営
関
係
史
料
集
成
』
同
成
社
、
一
九
九
九
年
、
初
出

一
九
八
〇
年
。
川
尻
秋
生
「『
多
度
神
宮
寺
資
財
帳
』
の
作
成
目
的
」（
註
（
71
）
川
尻
秋
生
前

掲
文
献
収
録
、
初
出
一
九
九
八
年
）
ほ
か
参
照
。
な
お
、
僧
綱
は
、
八
・
九
世
紀
に
お
い
て
国

家
内
の
位
置
づ
け
に
変
化
が
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
僧
綱
と
寺
院
そ
し
て
国
家
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
89
）　

大
安
寺
縁
起
資
財
帳
に
は
、
寺
院
縁
起
資
財
帳
が
、
寺
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
後
、
僧
綱
へ

出
さ
れ
、
署
名
の
記
載
や
僧
綱
印
の
押
印
が
な
さ
れ
た
上
で
寺
へ
返
却
さ
れ
た
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
た
寺
院
縁
起
資
財
帳
は
、
証
拠
文
書
と
し
て
の
機

能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
寺
院
縁
起
資
財
帳
の
評
価
に
つ

い
て
は
、
単
に
寺
院
の
財
産
目
録
で
は
な
く
、
国
家
に
よ
る
寺
院
の
資
財
の
保
証
と
い
う
側
面

が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
中
林
隆
之
「
日
本
古
代
の
寺
院
資

財
管
理
と
檀
越
」（
栄
原
永
遠
男
編
『
日
本
古
代
の
王
権
と
社
会
』、
塙
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）

参
照
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
支
援
推
進
員
）

（
二
〇
一
二
年
一
月
一
一
日
受
付
、
二
〇
一
二
年
五
月
二
五
日
審
査
終
了
）
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This report elucidated the actual conditions in the 8th century of the field of a temple established 

before the 8th century. Furthermore, it was considered how the ancient government assessed field.

Concerning the above issue, studies have been conducted in the past based on the field 

assessment method of the 8th century following the assumption that Jori  (system of land subdivision) 

was implemented, mainly using documents from the mid 8th century. However, it is noted that 

documents from the mid 8th century indicate only the situations taking place during the mid 8th 

century. Additionally, recent excavation results show that extensive implementation of Jori  during the 

8th century cannot be assumed; therefore, reevaluation is required regarding the land assessment 

method. 

For this reason, the author of this report has conducted a study of the field belonging to Gufukuji  

Temple in Yamada-gun  County, Sanuki-no-Kuni  Province, for which abundant documents from the 

early to mid 8th century is found. The study was conducted on the basis of the existence of a field 

assessment method found by the author based on 1-Cho  (This word is units of measuring field) 

implemented in the area by the government during field investigation and recognition. 

The following facts have become clear as a result of the study. The field belonging to Gufukuji  

Temple in Yamada-gun County, Sanuki-no-Kuni  Province in the 8th century consisted of rice fields 

and other field. In the early 8th century, the government created a field record to assess the area of 

the rice fields that accounted for the field belonging to the temple. Following that, from the early to 

mid 8th century, the government performed assessment of the field, including address confirmation, 

through field investigations and the recognition or creation of the Handenzu  (Account book of 

the field) based on 1-Cho implemented in the area. In the mid 8th century, the government began 

performing assessment of the field through maintenance of Jiin-Engi-Sizaicho (Temple’s history and 

list of assets), which were created in relation to the Handenzu . By that time, the government was 

performing assessment of the rice fields and other field. 

As has been described, from the early to mid 8th century, the target of government field 

assessment was expanded beyond rice fields to include all the field belonging to Gufukuji  temple. It is 

assumed that such assessments were performed for arable field belonging to other long-established 

The Temple’s Field Assessed by the Japanese Government  
in the 8th Century

MIKAWA Masahiro

Bulletin of the National Museum of Japanese History
Vol.175 January 2013
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temples. Moreover, it is believed that, by presuming the expansion of field assessment by the 

government, an understanding can be obtained regarding the government’s policies concerning the 

field of temples after the mid 8th century, which have not been clarified thus far. 

Keywords: Ancient Japanese government, Field assessment, Investigation and Recognition, Temple’s 

arable field, Rice field in territory

3939


